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『
逍
遙
遺
稿
』
札
記

｜
高
橋
白
山
・
月
山
父
子
の
こ
と
他
｜

○
中
野
逍
遙
と
高
橋
白
山
・
月
山
父
子
の
こ
と

明
治
二
十
年
代
、
世
を
憂
う
熱
き
思
い
を
抱
き
つ
つ
報
わ
れ
ぬ
恋
に
身
を
焦

し
、
激
し
い
思
慕
の
情
を
切
々
と
詠
じ
た
特
異
な
漢
詩
人
と
し
て
明
治
浪
曼
文

学
史
に
そ
の
名
を
留
む
文
学
士
中
野
逍
遙
は
、
生
前
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
の

一
部
の
師
友
に
そ
の
漢
詩
文
の
才
を
認
め
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
世
間
的
に

は
全
く
無
名
の
存
在
で
あ
り
、
当
時
の
漢
詩
壇
と
も
ほ
と
ん
ど
交
渉
が
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
か
、
明
治
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
、
彼
の
一
周
忌
に
友
人
た

ち
の
奔
走
尽
力
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
逍
遙
遺
稿
』
　
正
外
二
編
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
高
く
評
価
し
た
の
は
大
町
桂
月
や
田
岡
嶺
雲
ら
同
世
代
の
赤
門
周
辺
の
青

年
に
過
ぎ
ず
、
逍
遙
の
恋
愛
詩
か
ら
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
の
は
年
若
い
島
崎

藤
村
で
あ
っ
て
、
専
門
の
漢
詩
人
の
間
か
ら
は
格
別
こ
れ
と
い
っ
た
反
響
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
、
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
逍
遙
の
在
世
中
に
彼
の
詩
才
に
驚
き
将
来
を

期
待
し
た
漢
学
者
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て

二

　

　

宮

　

俊

　

博

（
注
1
）

い
る
よ
う
に
、
信
州
の
高
橋
白
山
（
天
保
七

一
八
三
六

～

明
治
三
七

一
九
〇
四

が
そ
の
人
で
あ
る
。

白
山
は
、
通
称
を
敬
十
郎
（
名
は
利
貞
、
字
は
子
和
）
と
い
い
、
旧
高
遠
藩

の
儒
者
で
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
十
六
歳
の
時
、
藩
校
進
徳
館
の
助
教
に
擢
ん
で

ら
れ
、
十
三
年
間
で
館
の
蔵
書
三
万
巻
を
ほ
ぼ
渉
獵
し
た
と
い
う
。
維
新
後
は

教
部
省
の
招
き
を
断
わ
り
、
私
塾
の
教
師
を
し
て
い
た
が
、
や
が
て
長
野
・
新

潟
で
師
範
学
校
や
中
学
校
の
教
諭
と
な
り
、
明
治
十
九
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で

長
野
師
範
学
校
に
あ
っ
て
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。
明
治
三
十
年
、
白
山
六
十

二
歳
の
時
に
建
て
ら
れ
た
　
「
白
山
高
橋
先
生
寿
蔵
之
碑
」
　
は
、
仙
台
出
身
の
岡

鹿
門
（
名
は
千
仭
。
天
保
四

一
八
三
三

～

大
正
三

一
九
一
四

）
　
の
撰
に
な
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
、

白
山
は
文
久
年
間
二
十
七
・
八
歳
の
頃
、
江
戸
に
出
て
藤
森
天
山
（

（
注
2
）

名
は
大
雅
。

寛
政
十
一

一
七
九
九

文
久
二

一
八
六
二

）
　
の
門
に
入
り
、
鷲
津
毅
堂
（
名
は
宣
光
。
文
政
八

一
八
二
五

明
治
十
五

一
八
八
二

）
や
大

沼
枕
山
（
名
は
厚
。
文
化
十
五

一
八
一
八

～

明
治
二
四

一
八
九
一

）
ら
と
交
際
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
文
章
は
欧
陽
修
を
主
と
し
て
学
び
、
そ
れ
に
三
蘇
（
蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
）

の
論
策
か
ら
も
得
る
所
が
あ
り
、
詩
は
杜
甫
と
陸
游
を
宗
と
し
た
と
い
う
。
著

作
に
は
『
白
山
楼
詩
文
鈔
』
八
巻
（
明
治
十
六
年
刊
）
『
征
清
詩
史
』
（
三
十
年
）

『
白
山
楼
詩
文
鈔
』
巻
之
上
（
三
十
二
年
）
　
『
白
山
文
集
』
　
（
三
十
五
年
）
　
『
経

七
七



二　宮　俊　博

（
注
3
）

子
史
千
絶
』
（
四
十
三
年
）
　
『
白
山
詩
集
』
（
仝
上
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
白
山
の
長
子
が
、
中
野
逍
遙
の
数
少
な
い
友
人
の
ひ
と
り
高
橋
作
衛
で

あ
っ
た
。
月
山
と
号
し
た
彼
は
逍
遙
と
同
じ
慶
応
三
年
（
逍
遙
は
二
月
、
作
衛

は
十
月
）
　
に
高
遠
で
生
ま
れ
、
明
治
二
十
七
年
七
月
に
法
科
大
学
政
治
学
科
を

卒
業
。
高
等
中
学
を
出
た
の
は
逍
遙
よ
り
一
年
遅
い
が
大
学
で
は
同
期
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
日
清
戦
役
が
起
る
や
海
軍
大
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
伊
東
祐
亨

連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
国
際
法
顧
問
と
し
て
そ
の
幕
に
あ
り
、
文
才
を
買
わ
れ

（
注
4
）

北
洋
水
師
提
督
丁
汝
昌
へ
の
降
伏
勧
告
文
を
起
草
し
た
。
日
露
戦
争
前
夜
に
は

帝
大
七
博
士
の
一
人
と
し
て
政
府
の
弱
腰
を
詰
り
強
硬
に
開
戦
論
を
唱
え
た
。

大
正
四
年
に
は
漢
詩
文
の
会
、
雅
文
会
を
創
設
し
「
大
正
詩
文
」
を
主
宰
発
行
。

九
年
九
月
五
十
四
才
で
歿
し
た
。
そ
の
漠
詩
文
集
に
十
一
年
刊
の
『
月
山
遺
稿
』

上
下
二
巻
が
あ
る
。

逍
遙
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
「
逍
遙
遺
稿
の
後
に
書
す
」
（
『
逍
遙
遺
稿
』
雑

録
所
収
。
『
月
山
遺
稿
』
で
は
「
逍
遙
遺
稿
跋
」
と
改
む
）
と
題
す
る
追
悼
文

に
、
高
等
中
学
の
時
分
か
ら
逍
遙
の
名
を
聞
き
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
交
際
は

な
く
、
大
学
に
入
っ
て
後
、
あ
る
日
逍
遙
が
彼
の
も
と
を
訪
ね
て
来
、
一
見
旧

の
如
く
親
し
く
な
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
作
衛
の
一
級
下
の
法
律
学
科
に

は
逍
遙
の
母
方
の
従
弟
穂
積
巌
夫
が
お
り
、
巌
夫
の
叔
父
穂
積
陳
重
・
八
束
の

兄
弟
は
共
に
法
科
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
か
ら
、
あ
る
い
は
穂
積
家
の
人

（
注
5
）々
を
通
し
て
逍
遙
が
作
衛
の
こ
と
を
耳
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

（
注
6
）

い
。
更
に
彼
は
幼
時
よ
り
父
白
山
に
就
い
て
詩
文
を
学
び
、
高
等
中
学
や
法
科

（
注
7
）

大
学
在
学
中
に
学
生
を
代
表
し
て
何
篇
か
の
文
章
を
書
い
て
い
る
所
か
ら
、
漢

文
が
出
来
る
男
だ
と
認
め
た
上
で
の
逍
遙
の
訪
問
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
や

が
て
互
い
に
往
き
来
し
酒
を
酌
み
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
明
治
二
十
六
年
七
月

に
は
房
総
旅
行
中
二
人
が
偶
然
出
会
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
、
逍
遙

（
注
8
）

は
自
ら
の
詩
稿
を
示
し
て
作
衛
の
批
評
を
求
め
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

七
八

信
州
に
引
き
籠
っ
て
い
た
高
橋
白
山
が
文
科
大
学
の
学
生
中
野
逍
遙
の
名
を

知
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
作
衛
を
通
じ
て
で
あ
る
。
わ
が
子
の
教
育
に
熱
心

で
そ
の
大
成
を
願
う
父
親
に
と
っ
て
、
息
子
の
交
友
関
係
は
気
に
懸
か
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
言
う
と
、
作
衛
か
ら
明
治
の
新
時
代
に
漢
学
を
専
攻

し
一
家
の
見
識
を
有
す
る
人
物
だ
と
聞
か
さ
れ
れ
ば
、
好
ま
し
く
思
わ
ぬ
は
ず

が
な
い
。
そ
し
て
、
作
衛
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
た
逍
遙
の
詩
を
実
際
に
見
て
、

そ
の
世
を
憂
え
斯
文
の
頽
唐
を
嘆
く
逍
遙
の
心
情
に
感
じ
、
そ
の
志
を
壮
と
し

て
こ
れ
を
励
ま
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ノ
ー
ト
で
は
、
逍
遙
と
月
山
と
が
応

酬
し
白
山
が
唱
和
し
た
各
々
の
詩
篇
に
つ
い
て
簡
単
な
語
釈
を
附
し
て
紹
介
し

て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
、
中
野
逍
遙
の
　
「
新
春
感
を
書
し
て
、
信
州
高
橋
月
山
子
に
寄
す
。

長
篇
一
首
」
　
（
『
逍
遙
遺
稿
』
外
編
）
か
ら
。
こ
れ
は
、
明
治
二
十
七
年
正
月
、

わ
づ

前
年
秋
頃
よ
り
体
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
逍
遙
が
、
「
纔
か
に
靈
泉
に
因
っ

（
注
9
）

て
、
以
て
骨
髄
の
病
を
醫
さ
ん
」
　
と
し
て
伊
豆
に
遊
び
、
熱
海
に
逗
留
し
た
時

（
注
1
0
）

の
作
で
あ
る
。

ま
さ

1
娶
妻
當
如
陰
麗
華
　
　
妻
を
娶
ら
ば
当
に
陰
麗
華
の
如
か
る
べ
く

2
生
子
願
似
孫
仲
謀
　
子
を
生
ま
ば
願
は
く
は
孫
仲
謀
に
似
ん
こ
と
を

3
威
卿
馬
齒
二
十
七
　
　
威
卿
　
馬
歯
二
十
七

◎

4
知
昔
諸
葛
出
南
陽
　
　
知
る
昔
　
諸
葛
　
南
陽
を
出
づ
る
を

5
十
歳
風
雪
耗
短
褐
　
　
十
歳
の
風
雪
　
短
褐
を
耗
し

◎

　

　

　

　

　

い

た

づ

6
旅
食
徒
使
客
魂
傷
　
旅
食
　
徒
ら
に
客
魂
を
し
て
傷
ま
し
む

7
韓
〓
學
術
空
違
世
　
　
韓
愈
の
学
術
　
空
し
く
世
に
違
ひ

◎

8
賈
誼
才
調
足
招
殃
　
　
賈
誼
の
才
調
　
殃
を
招
く
に
足
る

9
黑
池
染
老
一
枝
筆
　
　
墨
池
　
老
を
染
む
一
枝
の
筆

◎

　

　

い

づ

1
0
何
日
文
章
薦
玉
皇
　
　
何
れ
の
日
に
か
文
章
を
ば
玉
皇
に
薦
め
ん



『逍遥遺稿』札記

1
1
寸
葵
猶
餘
丹
々
心
　
　
寸
葵
　
猶
は
餘
す
丹
々
の
心

◎

1
2
捧
向
紫
微
彿
廟
堂
　
　
捧
げ
て
紫
微
に
向
っ
て
廟
堂
を
払
ふ

1
3
對
人
不
訴
不
平
事
　
　
人
に
対
し
て
訴
へ
ず
不
平
の
事

◎

1
4
只
悲
屈
原
沈
江
滄
　
　
只
だ
悲
し
む
屈
原
の
江
滄
に
沈
む
を

1
5
向
人
不
説
鉾
魂
種
　
　
人
に
向
っ
て
説
か
ず
銷
魂
の
種

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

む

1
6
只
憐
杜
牧
負
春
芳
　
　
只
だ
憐
れ
む
杜
牧
の
春
芳
に
負
く
を

1
7
人
生
五
十
已
過
半
　
　
人
生
五
十
　
已
に
半
ば
を
過
ぎ

◎

　

　

　

　

　

　

　

か

1
8
曠
達
贏
得
一
代
狂
　
　
曠
達
贏
ち
得
た
り
一
代
の
狂

1
9
宮
檻
不
流
朱
雲
血
　
　
宮
檻
流
さ
ず
　
朱
雲
の
血

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

が

や

2
0
却
喜
明
暗
聖
徳
煌
　
　
却
っ
て
喜
ぶ
　
明
時
聖
徳
の
煌
く
を

2
1
蓬
芥
微
臣
浴
雨
露
　
　
蓬
芥
の
微
臣
　
雨
露
に
浴
し

◎

2
2
寒
艸
猶
知
日
月
光
　
　
寒
草
　
猶
ほ
知
る
日
月
の
光

2
3
閑
窓
讀
音
又
何
幸
　
　
閑
窓
書
を
読
む
又
た
何
の
幸
ぞ

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

う

2
4
同
頭
文
海
波
汪
々
　
　
頭
を
回
ら
せ
ば
文
海
　
波
汪
々

2
5
李
杜
登
天
詩
流
絶
　
　
李
杜
　
天
に
登
っ
て
詩
流
絶
え

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

さ

2
6
程
朱
去
世
學
脉
荒
　
　
程
朱
　
世
を
去
っ
て
学
脈
荒
ぶ

2
7
英
傑
之
出
當
有
時
　
　
英
傑
の
出
づ
る
当
に
時
有
る
べ
し

◎

2
8
誰
荷
大
任
在
扶
桑
　
　
誰
か
大
任
を
荷
っ
て
扶
桑
に
在
る

2
9
蒼
海
老
伯
千
古
器
　
　
蒼
海
老
伯
は
千
古
の
器

◎

3
0
氣
骨
稜
々
傲
秋
霜
　
　
気
骨
稜
々
　
秋
霜
に
傲
る

い
た

3
1
詩
抵
楚
脛
貫
秦
漢
　
　
詩
は
楚
に
抵
り
経
は
秦
漢
を
貫
き

◎

3
2
文
帯
莊
筍
之
奇
香
　
　
文
は
荘
筍
の
奇
香
を
帯
ぶ

3
3
篁
村
先
生
一
代
儒
　
　
篁
村
先
生
は
一
代
の
儒

◎

　

　

　

　

　

た

ぐ

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

な

3
4
博
識
求
比
海
内
亡
　
　
博
識
　
比
を
求
む
る
も
海
内
に
亡
し

ふ

3
5
道
踐
洛
〓
之
正
派
　
　
道
は
洛
〓
の
正
派
を
践
み

◎

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

う

3
6
學
叩
二
酉
之
所
藏
　
　
学
は
二
酉
の
蔵
す
る
所
を
叩
く

3
7
詩
宗
學
伯
除
二
人
　
　
詩
宗
学
伯
　
二
人
を
除
け
ば

◎

3
8
紛
々
諸
子
如
蚊
虻
　
　
紛
々
た
る
諸
子
　
蚊
虻
の
如
し

せ

ん

　

　

　

　

　

て

ら

3
9
小
言
詹
々
才
是
街
　
　
小
言
詹
々
　
才
是
れ
衒
ふ

◎

4
0
不
是
幇
間
〓
優
倡
　
　
是
れ
幇
間
な
ら
ず
ん
ば
即
ち
優
倡

4
1
怪
槐
南
又
妖
〓
齋
　
　
怪
槐
南
又
た
妖
寧
斎

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け

が

4
2
惑
亂
詩
道
〓
文
場
　
　
詩
道
を
惑
乱
し
文
場
を
〓
す

け

い

　

　

あ

た

4
3
我
際
盛
世
膺
奎
運
　
　
我
れ
盛
世
に
際
し
奎
運
に
膺
り

◎

　

　

ひ

そ

4
4
竊
嘆
斯
文
之
頽
唐
　
　
窃
か
に
斯
文
の
頽
唐
を
嘆
ず

4
5
抱
負
雖
包
八
表
外
　
　
抱
負
　
八
表
の
外
を
包
む
と
雖
も

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

ど

　

　

　

　

い

か

4
6
退
潮
其
奈
獨
力
〓
　
　
退
潮
其
れ
独
力
に
て
〓
む
る
を
奈
に
せ
ん

4
7
憶
着
信
南
月
山
子
　
　
憶
着
す
　
信
南
の
月
山
子

◎

4
8
愛
君
傾
盖
友
思
長
　
　
愛
す
君
が
傾
盖
友
思
長
き
を

ほ

4
9
文
章
略
知
家
學
素
　
　
文
章
　
略
ぼ
知
る
家
学
の
素

◎

5
0
風
裁
似
學
唐
陸
郎
　
　
風
裁
　
学
ぶ
に
似
た
り
唐
陸
郎

5
1
去
年
七
月
房
南
游
　
　
去
年
七
月
　
房
南
の
游

◎

　

　

　

　

と

　

　

　

　

　

　

　

　

は

な

は

せ

は

5
2
把
手
分
手
何
太
忙
　
　
手
を
把
り
手
を
分
か
つ
何
ぞ
太
だ
忙
し
き

た
と

5
3
離
合
過
眼
縱
無
定
　
　
離
合
過
眼
　
縦
ひ
定
め
無
き
も

◎

　

　

　

　

　

　

ま

と

　

　

　

　

　

　

　

　

な

5
4
交
誼
纏
心
莫
變
常
　
　
交
誼
心
に
纏
ひ
て
常
に
変
は
る
莫
し

5
5
與
君
跋
〓
碓
氷
麓
　
　
君
と
跋
〓
せ
ん
碓
氷
の
麓

◎

5
6
與
君
〓
〓
諏
訪
傍
　
　
君
と
〓
〓
せ
ん
諏
訪
の
傍

5
7
百
年
感
慨
寄
玉
壺
　
　
百
年
の
感
慨
　
玉
壺
に
寄
せ

◎

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

る

5
8
放
吟
撼
天
破
愁
腸
　
　
放
吟
　
天
を
撼
が
し
て
愁
腸
を
破
る

5
9
此
時
當
有
詩
千
首
　
　
此
の
時
当
に
詩
千
首
有
る
べ
し

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

く

6
0
許
否
豪
飮
〓
萬
觴
　
　
許
す
や
否
や
　
豪
飲
　
万
觴
を
〓
す
こ
と
を

ま
な
じ
り

6
1
決
眥
北
望
三
十
里
　
　
眥
を
決
し
て
北
望
す
三
十
里

◎

　

　

　

　

　

　

　

い

づ

く

6
2
路
遠
安
致
金
錯
嚢
　
　
路
遠
く
し
て
安
ん
ぞ
金
錯
嚢
を
致
さ
ん

七
九



二　宮　俊　博

6
3
風
光
思
君
君
不
見
◎

6
4
鶴
唳
引
夢
入
彼
蒼

風
光
　
君
を
思
へ
ど
も
君
見
え
ず

鶴
唳
　
夢
を
引
い
て
彼
蒼
に
入
る

（
◎
は
韻
字
。
下
平
声
陽
韻
）

○
陰
麗
華
　
後
漢
・
光
武
帝
（
劉
秀
）
の
皇
后
。
劉
秀
が
ま
だ
世
に
出
ぬ
前
、

「
宦
に
仕
は
ば
当
に
執
金
吾
と
作
る
べ
し
、
妻
を
娶
ら
ば
当
に
陰
麗
華
を
得
べ

し
」
と
願
っ
た
と
い
う
（
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
）
。
○
孫
仲
謀
　
三
国
・
呉
の
孫

権
の
こ
と
。
仲
謀
は
そ
の
字
。
魏
の
曹
操
が
か
つ
て
そ
の
陣
容
を
み
て
「
子
を

生
ま
ば
当
に
孫
仲
謀
の
如
く
な
る
べ
し
」
と
嘆
じ
た
　
（
『
三
国
志
』
呉
主
伝
注

に
引
く
晋
・
胡
冲
『
呉
暦
』
）
。
○
威
卿
　
中
野
逍
遙
の
字
。
○
諸
葛
　
諸
葛
亮

孔
明
の
こ
と
。
南
陽
（
今
の
湖
北
省
襄
陽
の
西
）
の
地
に
隠
棲
躬
耕
し
て
い
た

の
を
劉
備
が
三
顧
の
礼
で
迎
え
入
れ
た
。
時
に
孔
明
二
十
七
歳
。
〇
十
歳
　
逍

遙
が
伊
予
宇
和
島
か
ら
十
七
歳
で
上
京
し
て
よ
り
ち
ょ
う
ど
十
年
。
○
短
褐

丈
の
短
い
粗
末
な
着
物
。
こ
こ
で
は
、
貧
乏
書
生
の
衣
服
。
○
韓
愈
　
中
庸
の

文
豪
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。
六
朝
以
来
の
美
文
を
排
し
古
文
の
復
興
を
唱

え
、
儒
学
を
尊
崇
し
た
。
「
仏
骨
を
論
ず
る
表
」
　
に
よ
り
憲
宗
の
怒
り
を
買
い

潮
州
に
貶
謫
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
○
質
誼
　
前
漢
の
文
学
者
。
年
若
く
し
て

文
帝
に
仕
え
た
が
、
周
囲
の
嫉
視
中
傷
に
あ
い
長
沙
に
左
遷
さ
れ
た
。
「
屈
原

を
弔
ふ
賦
」
　
「
〓
鳥
の
賦
」
な
ど
が
あ
る
。
○
墨
池
云
々
　
こ
の
一
句
は
、
勉

学
の
た
め
に
青
春
を
費
し
た
こ
と
を
い
う
。
墨
池
は
、
硯
の
水
を
た
め
る
窪
ん

だ
所
。
○
玉
皇
　
道
教
で
天
帝
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
天
皇
。
○
寸
葵
　
背
の
低

い
向
日
葵
。
ひ
ま
わ
り
の
花
は
太
陽
の
方
に
傾
く
こ
と
か
ら
、
天
子
の
徳
を
慕

う
臣
下
の
喩
。
○
丹
々
心
　
ま
ご
こ
ろ
。
赤
誠
。
○
紫
微
　
天
帝
の
居
所
を
護

衛
し
て
い
る
と
さ
れ
る
星
の
名
。
転
じ
て
皇
居
、
宮
城
の
意
。
○
廟
堂
　
朝

廷
、
政
府
。
○
屈
原
　
戦
国
、
楚
の
大
夫
。
〓
言
さ
れ
て
楚
王
に
容
れ
ら
れ

ず
、
汨
羅
に
身
を
投
じ
た
と
い
う
。
わ
が
身
の
高
潔
な
る
を
訴
え
失
意
と
悲
憤

の
念
を
縷
々
詠
じ
た
作
品
は
『
楚
辞
』
に
収
め
ら
れ
、
後
世
悲
運
逆
境
に
泣
く

詩
人
や
文
人
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
。
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
は
賈
誼
と
合

わ
せ
て
「
屈
原
賈
生
列
伝
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
○
江
滄
　
あ
お
あ
お
と
し

た
川
。
滄
江
と
同
じ
。
韻
を
踏
む
都
合
で
か
く
い
う
。
○
銷
魂
種
　
こ
こ
で
は

恋
の
悩
み
。
南
条
貞
子
へ
の
思
い
を
い
う
。
○
杜
牧
　
晩
唐
の
詩
人
。
か
つ
て

見
染
め
た
少
女
が
い
た
が
、
約
束
の
期
限
を
過
ぎ
て
会
う
と
既
に
人
妻
と
な
っ

八
〇

て
い
て
「
緑
葉
の
嘆
」
を
発
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
拙
稿
「
『
逍
遙
遺
稿
』

札
記
｜
才
子
佳
人
小
説
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（
「
椙
山
女
学
園
大
学
研

究
論
集
」
第
十
八
号
、
一
九
八
七
）
参
照
。
〇
人
生
五
十
年
　
中
国
で
は
人
生

百
年
。
ち
な
み
に
、
夏
目
漱
石
も
明
治
二
十
八
年
五
月
作
の
「
無
題
」
五
首
其

三
に
　
「
人
間
五
十
今
半
ば
を
過
ぎ
、
愧
づ
ら
く
は
読
書
の
為
に
一
生
を
誤
る

を
」
と
詠
じ
て
い
る
。
○
曠
達
　
大
ま
か
で
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
豁
達
。
〇

贏
得
　
他
の
こ
と
は
身
に
つ
か
ず
こ
れ
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
意
を
示
す
。
〇

一
代
狂
　
当
代
き
っ
て
の
狂
痴
。
世
間
の
思
惑
な
ど
関
係
な
く
向
こ
う
見
ず
に

突
走
る
の
が
狂
者
。
○
宮
檻
云
々
　
朱
雲
は
前
漢
の
人
。
成
帝
が
そ
の
直
言
に

怒
り
、
御
史
に
命
じ
て
御
殿
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
さ
せ
よ
う
と
し
た
際
、
檻
に

し
が
み
つ
い
て
抵
抗
し
た
た
め
檻
が
折
れ
た
が
、
辛
慶
忌
が
そ
の
罪
を
ゆ
る
す

よ
う
血
を
流
す
ま
で
叩
頭
し
た
の
で
、
成
帝
の
怒
り
も
と
け
た
と
い
う
（
『
漢

書
』
朱
雲
伝
）
。
『
蒙
求
』
に
も
朱
雲
折
檻
の
条
が
あ
る
。
○
蓬
芥
　
よ
も
ぎ
や

あ
く
た
。
つ
ま
ら
ぬ
も
の
の
喩
。
〇
両
露
　
天
子
の
恩
沢
を
い
う
。
下
文
の

「
日
月
光
」
も
同
じ
。
○
文
海
　
文
学
の
世
界
。
文
壇
。
○
波
汪
々
　
一
面
に

波
立
つ
さ
ま
。
○
李
杜
　
盛
唐
の
大
詩
人
、
李
白
と
杜
甫
。
○
程
朱
　
北
宋
の

二
程
子
（
程
願
、
程
頤
）
と
南
宋
の
朱
熹
。
性
理
学
を
唱
え
、
旧
来
の
訓
詁
中

心
の
儒
学
の
面
目
を
一
新
し
、
新
た
な
形
而
上
学
を
確
立
し
た
。
○
扶
桑
　
中

国
の
東
方
、
日
出
づ
る
辺
の
海
中
に
あ
る
と
さ
れ
た
神
木
。
転
じ
て
わ
が
国
の

称
。
○
蒼
海
老
伯
　
副
島
種
臣
（
文
政
一
一

一
八
二
八

～

明
治
三
八

一
九
〇
五

）
　
の
こ
と
。
蒼
海
は
そ
の
号
。

明
治
十
七
年
伯
爵
を
授
け
ら
れ
、
こ
の
当
時
は
樞
密
顧
問
官
。
○
千
古
器
　
長

く
後
世
ま
で
讃
え
ら
れ
る
大
器
、
傑
材
。
○
稜
々
　
高
く
聳
え
た
つ
さ
ま
。
○

倣
秋
霜
　
菊
花
が
晩
秋
の
霜
を
も
の
と
も
せ
ず
毅
然
と
し
て
咲
き
誇
っ
て
い
る

が
如
く
で
あ
る
。
○
荘
荀
　
荘
子
、
荀
子
。
○
篁
村
　
島
田
重
礼
　
（
天
保
九

一
八
三
八

～

明
治
三
一

一
八
九
八

）
　
の
号
。
当
時
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
教
授
。
逍
遙
が
師
事
し

た
。
○
洛
〓
　
程
朱
の
学
を
い
う
。
二
程
子
は
洛
陽
の
人
で
あ
り
、
朱
子
は
〓

（
福
建
省
の
古
称
）
　
の
地
で
学
を
講
じ
た
こ
と
に
よ
る
。
〇
二
酉
　
湖
南
省
に

あ
る
大
酉
・
小
酉
の
二
山
。
小
酉
山
の
洞
穴
に
秦
人
が
古
書
千
巻
を
隠
し
た
と

い
う
伝
説
か
ら
蔵
書
の
多
い
こ
と
を
い
う
。
○
小
言
詹
々
　
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を

口
や
か
ま
し
く
い
う
。
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
「
大
言
は
炎
炎
（
淡
淡
と
同
じ
）

た
り
、
小
言
は
詹
詹
た
り
」
と
。
○
槐
南
　
森
槐
南
（
文
久
三

一
八
六
三

～

明
治
四
四

一

九

一

一

）
　
の
こ

と
。
○
寧
斎
　
野
口
寧
斎
　
（
慶
応
三

一
　
八
六
七

～

明
治
三
八

一
九
〇
五

）
　
の
こ
と
。
○
奎
運
　
文
運
。
奎



『逍遙遺稿』札記

は
二
十
八
宿
の
一
　
つ
で
文
章
を
司
る
星
。
○
斯
文
　
儒
家
の
文
学
伝
統
。
○
八

表
外
　
八
方
の
果
て
。
全
世
界
。
○
億
着
　
着
は
状
態
の
持
続
を
示
す
助
字
。
○

傾
盖
　
一
見
し
て
親
し
く
交
わ
る
。
孔
子
と
程
子
と
が
路
上
で
出
会
い
、
互
い

ほ
ろ

に
車
の
蓋
（
盖
は
俗
字
）
を
傾
け
て
親
し
く
語
り
合
っ
た
故
事
（
『
孔
子
家
語
』

り
く
し
　
　

致
思
篇
）
　
に
よ
る
。
○
風
裁
　
品
格
・
態
度
。
○
唐
陸
郎
　
中
唐
の
陸
贅
の
こ

と
。
徳
宗
朝
の
賢
宰
相
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
『
陸
宣
公
奏
議
』
は
天
子
に
奉

る
意
見
書
の
模
範
と
さ
れ
た
。
○
房
南
　
房
総
半
島
の
南
部
。
○
過
眼
　
あ
っ

と
い
う
間
に
。
○
跋
〓
　
踏
み
越
え
て
ゆ
く
。
○
〓
〓
　
排
徊
。
○
百
年
感
慨

人
生
の
感
慨
。
○
玉
壺
　
玉
製
の
酒
壺
。
酒
壺
の
美
称
。
王
昌
齢
の
「
芙
蓉

楼
に
て
辛
漸
を
送
る
」
詩
に
「
一
片
の
水
心
玉
壺
に
在
り
」
と
。
○
愁
腸
　
愁

え
悲
し
む
心
。
〇
万
觴
　
觴
は
さ
か
づ
き
。
○
決
眥
　
ま
な
じ
り
も
裂
け
ん
ば

か
り
に
眼
を
見
開
く
。
杜
甫
の
　
「
望
岳
」
詩
に
　
「
眥
を
決
し
て
帰
鳥
入
る
」

と
。
○
三
十
里
　
漠
然
と
そ
の
距
離
を
い
っ
た
も
の
。
実
数
で
は
な
か
ろ
う
。
○

金
錯
嚢
　
金
錯
刀
（
刀
の
形
を
し
た
銭
。
一
部
に
鍍
金
が
し
て
あ
る
。
一
説
に

つ
か
を
黄
金
で
飾
っ
た
刀
）
　
を
入
れ
た
袋
の
意
か
。
後
漢
・
張
衡
の
　
「
四
愁

詩
」
（
『
文
選
』
）
に
「
美
人
我
に
贈
る
金
錯
刀
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
表
現
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
錦
嚢
、
つ
ま
り
逍
遙
の
詩
篇
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
○

鶴
唳
　
鶴
の
鳴
き
声
。
○
彼
蒼
　
天
の
こ
と
。
『
詩
経
』
秦
風
・
黄
鳥
の
　
「
彼

の
蒼
た
る
者
は
天
」
　
に
基
く
語
。

こ
の
詩
は
全
部
で
六
十
四
句
に
及
ぶ
一
韻
到
底
格
の
七
言
古
詩
で
一
気
呵
成

に
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
句
目
は
韻
を
踏
み
落
し
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
国
家
の
文
運
隆
盛
に
寄
与
す
べ
く
世
に
立
た
ん
こ
と
を

願
う
逍
遙
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
学
界
や
漢
詩
壇
の
現
状
に
つ
い
て
、
副
島
蒼
海
を
〈
詩
宗
〉
、
島
田
篁
村
を

〈
学
伯
〉
　
と
し
て
高
く
評
価
す
る
一
方
、
　
森
槐
南
・
野
口
寧
斎
を
　
〈
怪
〉
　
〈
妖
〉

と
痛
烈
に
非
難
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
篁
村
・
蒼
海
に
対
し
て
は
同
じ
頃
に
書

か
れ
た
「
豆
州
漫
筆
」
　
（
正
編
）
に
於
て
も
「
篁
村
先
生
世
に
在
れ
ば
、
未
だ
必

ず
し
も
望
を
学
海
に
絶
た
ず
」
　
と
期
待
を
寄
せ
、
　
蒼
海
を
「
悲
憤
に
泣
く
」
　
詩

（
注
1
1
）

人
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
注
1
2
）

直
接
教
え
を
受
け
た
篁
村
と
は
違
い
、
老
伯
蒼
海
に
は
恐
ら
く
相
ま
み
え
る

機
会
を
持
た
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
漢
魏
の
蒼
古
雄
勁
な
調
べ
が

あ
る
と
さ
れ
た
そ
の
詩
風
や
高
潔
無
私
・
豪
邁
闊
達
と
評
さ
れ
る
そ
の
人
と
な

り
を
逍
遙
は
景
仰
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
生
の
逍
遙
を
よ
く
知
る
宮
本
正

貫
は
「
蓋
し
君
の
志
す
所
、
文
は
則
ち
秦
漢
を
降
ら
ず
、
詩
も
亦
た
漢
魏
を
下

ら
ず
」
　
（
「
亡
友
中
野
君
の
遺
稿
の
後
に
書
す
」
、
『
逍
遙
遺
稿
』
雑
録
所
収
）
　
と

伝
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
と
み
ら
れ
た
の
が
蒼
海
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
槐
南
や
そ
の
弟
分
寧
斎
は
星
社
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
当
時

華
や
か
な
存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
詞
藻
の
豊
か
さ
修
辞
の
巧
さ
で
は
他
の
追
随

（
注
1
3
）

を
許
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
詩
は
気
骨
に
乏
し
く
田
岡
嶺
雲
の
い
う
〈
狂

（
注
1
4
）

熱
〉
　
に
缺
け
て
い
た
。
逍
遙
か
ら
み
れ
ば
、
さ
し
て
年
も
違
わ
ぬ
二
人
の
活
躍

ぶ
り
は
徒
ら
に
才
を
衒
う
ば
か
り
で
、
政
府
高
官
に
取
り
入
り
さ
な
が
ら
宴
席

に
侍
る
幇
間
か
役
者
風
情
の
如
く
に
思
わ
れ
て
、
　
己
れ
自
身
は
ま
だ
世
に
出
て

驥
足
を
展
ば
す
状
況
に
な
い
だ
け
に
、
余
計
に
苦
々
し
く
忌
々
し
く
感
じ
ら
れ

た
に
違
い
な
い
。
高
橋
作
衛
に
つ
ね
づ
ね
「
現
今
の
文
壇
僭
越
多
し
。
何
れ
の

時
に
か
能
く
平
生
の
志
を
成
し
、
而
し
て
震
華
〓
草
、
〓
倒
相
尚
ぶ
の
弊
を
一

掃
せ
ん
。
唯
だ
恨
む
ら
く
は
時
機
未
だ
至
ら
ず
、
之
を
思
ふ
も
益
無
し
、
学
ぶ

（
注
1
5
）

に
如
か
ざ
る
の
み
」
　
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

な
お
、
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
逍
遙
の
心
友
で
あ
っ
た
佐
佐
木
信
綱
は
、

あ
る
文
人
の
集
ま
り
の
席
上
、
隣
に
い
た
槐
南
が
　
「
中
野
逍
遙
と
い
ふ
人
は
貴

マ
マ

下
の
親
友
で
あ
る
と
聞
い
て
を
る
が
、
逍
遙
遺
稿
の
中
に
『
怪
槐
南
矣
妄
寧
斎
』

と
い
ふ
句
が
あ
る
。
そ
の
怪
と
妄
と
が
こ
こ
に
並
ん
で
を
る
」
　
と
言
っ
て
高
笑

（
注
1
6
）

し
、
寧
斎
の
方
は
苦
笑
し
て
い
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
逍
遙
の
高
橋
作
衛
に
寄
せ
た
詩
を
み
て
き
た
が
、
次
に
そ

れ
に
和
し
た
月
山
の
作
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
「
朋
治
甲
午
正
月
詞
契
中
野
威
卿
、

八
一



二　宮　俊　博

熱
海
に
在
り
て
長
古
一
篇
を
寄
せ
ら
る
。
因
っ
て
其
の
韻
に
和
す
」
と
題
す
る

詩
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
逍
遙
遺
稿
』
雑
録
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
『
月
山
遺
稿
』

と
で
は
多
少
異
同
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

1
唱
而
和
兮
唯
威
卿
　
　
唱
し
て
和
す
は
唯
だ
威
卿

◎

2
羨
君
百
里
雁
随
陽
　
　
君
を
羨
む
百
里
　
雁
　
陽
に
随
ふ
を

3
幸
有
音
書
容
易
蓮
　
　
幸
ひ
に
音
書
有
り
容
易
に
達
す

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

4
旬
月
別
離
復
奚
傷
　
　
旬
月
の
別
離
　
復
た
奚
ん
ぞ
傷
ま
ん

5
我
對
信
山
千
疊
雪
　
　
我
は
対
す
信
山
千
畳
の
雪

◎

6
君
臨
熱
海
萬
里
洋
　
　
君
は
臨
む
熱
海
万
里
の
洋

7
驚
見
君
詩
有
神
助
　
　
驚
き
て
見
る
君
が
詩
に
神
助
有
る
を

◎

8
筆
端
依
舊
多
餘
芳
　
　
筆
端
　
旧
に
依
っ
て
餘
芳
多
し

9
憶
起
去
年
鋸
山
下
　
　
憶
ひ
起
こ
す
去
年
　
鋸
山
の
下

◎

1
0
置
酒
高
談
意
欲
狂
　
　
置
酒
高
談
　
意
狂
せ
ん
と
欲
す

1
1
共
〓
此
身
逢
盛
世
　
　
共
に
祝
す
此
の
身
　
盛
世
に
逢
ふ
を

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

が

や

1
2
聖
明
天
子
威
徳
煌
　
　
聖
明
の
天
子
　
威
徳
煌
く
す
す

1
3
願
薦
穆
如
清
風
頒
　
　
願
は
く
は
穆
如
清
風
の
頌
を
薦
め

◎

1
4
揚
勵
欲
添
偉
績
光
　
　
揚
励
　
偉
績
の
光
を
添
へ
ん
と
欲
す

も

1
5
顧
將
一
瀉
千
里
等
　
　
願
は
く
は
一
瀉
千
里
の
筆
を
将
っ
て

◎

1
6
萬
言
詞
賦
致
汪
々
　
　
万
言
の
詞
賦
　
汪
々
を
致
さ
ん

1
7
只
嘆
仁
義
久
不
講
　
　
只
だ
嘆
ず
仁
義
久
し
く
講
ぜ
ら
れ
ざ
る
を

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

さ

1
8
五
經
掃
地
廉
耻
荒
　
　
五
経
　
地
を
掃
っ
て
廉
恥
荒
む

（
◎
）
　
　
み
だ

1
9
漫
説
成
都
八
百
桑
　
　
漫
り
に
説
く
成
都
八
百
桑

◎

2
0
不
見
三
徑
菊
傲
霜
　
　
見
ず
三
径
　
菊
　
霜
に
傲
る
を

ま
さ

2
1
今
代
英
傑
方
老
矣
　
　
今
代
英
傑
　
方
に
老
い
た
り

◎

2
2
雨
後
老
梅
無
餘
香
　
　
雨
後
老
梅
　
餘
香
無
し

や
う
や

2
3
君
憂
文
林
事
漸
非
　
　
君
は
憂
ふ
文
林
　
事
漸
く
非
な
る
を

八
二

◎

2
4
天
下
宿
耆
追
年
亡
　
　
天
下
の
宿
耆
　
年
を
追
っ
て
亡
す

2
5
我
嘆
世
路
甚
艱
難
　
　
我
は
嘆
ず
世
路
甚
だ
艱
難
な
る
を

◎

2
6
狭
兎
未
死
良
弓
藏
　
　
放
兎
未
だ
死
せ
ず
し
て
良
弓
蔵
さ
る

2
7
〓
〓
佞
與
宋
朝
美
　
　
祝
〓
の
侯
と
宋
朝
の
美
と

◎

2
8
群
小
得
志
巧
〓
翔
　
　
群
小
　
志
を
得
て
巧
み
に
〓
翔
す

2
9
儒
流
只
見
章
句
師
　
　
儒
流
　
只
だ
章
句
の
師
を
見
る
の
み

◎

3
0
詞
入
所
賦
類
優
倡
　
　
詞
人
の
賦
す
る
所
　
優
倡
に
類
す

3
1
悲
歌
慷
〓
志
相
投
　
　
悲
歌
慷
慨
　
志
相
投
じ

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

3
2
我
淸
政
海
君
文
場
　
　
我
は
政
海
を
清
ま
さ
ん
君
は
文
場

か

3
3
吾
黨
所
期
如
斯
耳
　
　
吾
が
党
の
期
す
る
所
　
斯
く
の
如
き
の
み

◎

3
4
前
程
一
往
萬
里
長
　
　
前
程
一
往
　
万
里
長
し

ま
さ

3
5
文
章
只
應
凌
漢
代
　
　
文
章
只
だ
応
に
漢
代
を
凌
ぐ
べ
し

◎

3
6
功
名
又
何
説
周
郎
　
　
功
名
又
た
何
ぞ
周
郎
を
説
か
ん

3
7
青
衿
自
有
苦
中
欒
　
　
青
衿
自
ら
苦
中
の
楽
有
り

◎

3
8
黄
卷
却
成
閑
裏
忙
　
　
黄
巻
却
っ
て
閑
裏
の
忙
を
成
す

し
ゅ
く
こ
つ

3
9
君
筆
〓
忽
役
雷
霆
　
　
君
が
筆
　
倏
忽
と
し
て
雷
霆
を
役
し

◎

4
0
風
流
却
守
徐
公
常
　
　
風
流
却
っ
て
守
る
徐
公
の
常

つ
ね

4
1
我
胸
毎
抱
濟
世
念
　
　
我
が
胸
毎
に
済
世
の
念
を
抱
き

◎

　

　

　

　

　

　

い

さ

ぎ

よ

4
2
因
循
豈
屑
鄭
子
〓
　
　
因
循
豈
に
屑
し
と
せ
ん
や
鄭
子
の
郷

4
3
時
未
到
兮
深
韜
晦
　
　
時
未
だ
到
ら
ず
し
て
深
く
韜
晦
し

◎

4
4
屠
蘇
随
例
迎
東
皇
　
　
屠
蘇
　
例
に
随
っ
て
東
皇
を
迎
ふ

4
5
何
日
能
成
平
生
志
　
　
何
れ
の
日
に
か
能
く
平
生
の
志
を
成
し

◎

4
6
一
樽
笑
對
山
水
蒼
　
　
一
樽
　
笑
っ
て
対
さ
ん
山
水
の
蒼

○
号
　
口
調
を
整
え
る
助
字
。
『
楚
辞
』
系
の
作
品
に
み
え
る
。
但
し
、
訓
読

で
は
よ
ま
な
い
。
○
百
里
　
漠
然
と
そ
の
遠
さ
を
い
っ
た
も
の
。
実
数
で
は
な

か
ろ
う
。
○
随
陽
　
太
陽
の
後
を
追
い
か
け
る
。
『
尚
書
』
禹
貢
の
伝
に
「
随



『逍遙遺稿』札記

陽
の
鳥
は
鴻
雁
の
属
」
　
と
。
○
旬
月
　
一
ケ
月
。
あ
る
い
は
十
日
か
ら
一
ケ

月
。
○
神
助
　
鬼
神
の
助
け
。
杜
甫
の
「
修
覚
寺
に
遊
ぶ
」
詩
に
「
詩
応
に
神

助
有
る
な
る
べ
し
、
吾
れ
春
遊
に
及
ぶ
こ
と
を
得
た
り
」
と
。
○
鋸
山
　
房
総

半
島
南
西
部
に
あ
る
山
。
標
高
三
二
九
メ
ー
ト
ル
。
○
置
酒
高
談
　
酒
を
飲
み

大
い
に
語
り
あ
う
。
○
意
欲
狂
　
心
が
高
揚
し
狂
お
し
い
気
分
に
な
る
。
○
穆

如
清
風
頌
　
『
詩
経
』
大
雅
・
蒸
民
に
　
「
吾
甫
　
誦
を
作
る
、
穆
と
し
て
清
風

の
如
し
」
と
あ
る
。
穆
は
や
わ
ら
ぐ
意
。
こ
の
詩
は
、
周
の
宣
王
の
時
、
尹
吉

甫
が
宰
相
仲
山
甫
の
賢
徳
を
頌
し
て
作
っ
た
も
の
。
こ
こ
で
は
、
今
上
の
威
徳

を
た
た
え
る
頌
詩
の
こ
と
。
○
揚
励
　
高
く
宣
揚
す
る
。
韓
愈
の
「
潮
州
刺
史

し
ゃ
う

の
上
に
謝
す
る
表
」
　
に
「
無
前
の
偉
蹟
を
揚
厲
す
」
と
。
厲
は
励
と
同
じ
。
○

一
瀉
千
里
筆
　
江
河
の
水
が
一
気
に
千
里
も
流
れ
下
る
ご
と
く
奔
放
な
筆
力
を

い
う
。
※
『
逍
遙
遺
稿
』
雑
録
で
は
、
第
十
四
・
十
五
句
、
揚
励
以
下
十
四
字

を
缺
く
。
○
汪
々
　
気
勢
広
大
な
さ
ま
。
〇
五
経
掃
地
　
聖
人
の
教
え
が
す
た

れ
て
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
。
『
新
唐
書
』
祝
欽
明
伝
に
、
儒
者
の
祝
欽
明
が
中

宗
の
前
で
滑
稽
な
舞
を
見
せ
、
　
盧
蔵
用
が
　
「
走
れ
五
経
を
挙
げ
て
地
を
掃
へ

り
」
と
嘆
じ
た
と
あ
る
。
『
書
言
故
事
』
巻
六
、
評
論
類
、
掃
地
の
条
及
び
『
十

八
史
略
』
　
に
も
見
え
る
。
五
経
は
易
経
・
尚
書
・
詩
経
・
礼
記
・
春
秋
左
氏

伝
。
○
廉
恥
　
清
廉
で
恥
を
知
る
心
。
○
漫
　
や
た
ら
と
、
む
や
み
に
。
○
成

都
八
百
桑
　
諸
葛
亮
の
後
主
劉
禅
へ
の
上
表
に
「
成
都
に
桑
八
百
株
、
薄
田
十

五
頃
有
り
。
子
弟
の
衣
食
、
自
ら
餘
饒
有
り
」
　
と
あ
る
　
（
三
国
志
』
諸
葛
亮

伝
）
。
※
『
逍
遙
遺
稿
』
雑
録
で
は
、
桑
字
を
株
に
作
る
。
○
三
径
　
前
漢
の

蒋
詞
が
庭
に
三
本
の
小
道
を
作
っ
た
故
事
か
ら
、
隠
者
の
住
ま
い
を
い
う
。

晋
・
陶
潜
の
　
「
帰
去
来
の
辞
」
　
に
　
「
三
径
荒
に
就
い
て
松
菊
猶
ほ
存
せ
り
」

と
。
○
菊
傲
霜
　
霜
の
寒
さ
に
屈
せ
ず
菊
花
が
咲
き
誇
る
。
第
十
九
・
二
十
旬

は
世
上
の
人
々
は
子
孫
に
良
田
を
残
す
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
清
貧
に
甘
ん
じ

て
毅
然
た
る
生
き
方
を
貫
く
者
が
い
な
い
、
と
い
う
意
。
○
文
林
　
漢
詩
壇
。
○

宿
耆
　
老
大
家
。
○
狡
兎
未
死
良
弓
蔵
　
『
史
記
』
越
世
家
に
　
「
蜚
鳥
尽
き
て

良
弓
蔵
さ
れ
、
狡
兎
死
し
て
良
狗
烹
ら
る
」
と
。
蜚
は
飛
の
古
宇
。
狡
兎
は
す

ば
し
こ
い
兎
。
こ
こ
で
具
体
的
に
何
を
指
す
か
不
明
。
○
祝
〓
云
々
　
『
論
語
』

雍
也
篤
に
「
子
曰
く
、
祝
〓
が
佞
有
っ
て
宋
朝
が
美
有
ら
ず
ん
ば
、
難
い
か
な

今
の
世
に
免
れ
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
。
祝
〓
は
春
秋
、
衛
の
祭
祀
官
（
祝
）
。

〓
は
そ
の
名
。
佞
は
弁
舌
の
才
。
宋
朝
は
宋
の
公
子
。
美
貌
で
有
名
。
朱
注
に

「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
衰
世
〓
を
好
み
色
を
悦
ぶ
。
此
れ
に
非
ず
ん
ば
免
れ
難
し
。

け
だ蓋
し
之
を
傷
む
な
り
」
と
解
す
る
。
○
〓
翔
　
飛
び
回
る
。
○
章
句
師
　
経
書

の
訓
話
に
終
始
し
儒
教
の
根
本
精
神
を
理
解
し
な
い
学
者
。
○
詞
人
　
詩
人
。
○

悲
歌
慷
〓
　
感
情
が
激
し
て
悲
壮
に
歌
い
、
世
を
憤
り
嘆
く
。
○
志
相
投
　
志

向
が
ぴ
っ
た
り
あ
う
。
投
は
合
の
意
。
○
政
海
　
政
治
の
世
界
。
○
前
程
　
前

途
。
前
程
万
里
は
前
途
洋
々
の
意
。
○
周
郎
　
三
国
・
呉
の
名
将
、
周
瑜
の
こ

と
。
赤
壁
で
曹
操
の
大
軍
を
破
っ
た
。
○
青
衿
　
『
詩
経
』
鄭
風
・
子
衿
の
「
青

青
た
る
子
の
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
」
よ
り
出
た
語
。
書
生
を
い
う
。
○
黄
巻

き

は

だ

書
物
。
虫
食
を
防
ぐ
た
め
の
黄
檗
の
汁
で
染
め
た
紙
を
用
い
た
か
ら
い
う
。
○

倏
然
　
た
ち
ま
ち
。
〓
は
倏
の
俗
字
。
○
雷
霆
　
い
か
づ
ち
。
○
徐
公
常
　
徐

公
は
三
国
・
魏
の
徐
〓
の
こ
と
。
流
行
の
変
化
に
心
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
平

生
の
態
度
を
改
め
な
か
っ
た
（
『
三
国
志
』
徐
〓
伝
）
。
○
済
世
　
世
を
救
う
。
○

因
循
　
前
例
を
踏
襲
す
る
の
み
で
改
革
の
気
概
に
乏
し
い
こ
と
。
○
鄭
子
郷

後
漢
の
孔
融
が
大
儒
鄭
玄
を
顕
彰
す
る
た
め
に
そ
の
出
身
地
に
鄭
公
郷
を
置
い

た
故
事
（
『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
）
を
踏
ま
え
る
か
。
な
お
、
『
書
言
故
事
』
巻
十

一
、
郡
邑
類
に
鄭
郷
の
条
が
あ
る
。
た
ん
な
る
漢
学
者
と
し
て
郷
里
に
埋
も
れ

た
ま
ま
終
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
※
『
逍
遙

遺
稿
』
雑
録
で
は
、
〓
字
を
〓
に
作
る
。
○
東
皇
　
春
を
つ
か
さ
ど
る
神
。

こ
の
よ
う
な
逍
遙
と
月
山
と
の
詩
の
応
酬
を
見
て
、
逍
遙
を
高
く
評
価
し
た

の
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
高
橋
白
山
で
あ
っ
た
。
「
逍
遙
子
、
鋸
山
の
途
次
、
児

作
衛
と
語
る
、
甚
だ
奇
。
故
に
詩
中
多
く
其
の
言
を
用
ふ
」
　
と
自
注
を
附
し
た

「
南
豫
逍
遙
子
に
贈
る
。
以
て
答
書
に
代
ふ
」
と
題
さ
れ
た
詩
が
『
白
山
楼
詩
文

鈔
』
巻
之
上
及
び
『
白
山
詩
集
』
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
圏
批
点
は
省
略
）

◎

1
夷
齋
執
義
餓
首
陽
　
　
夷
斉
は
義
を
執
り
て
首
陽
に
〓
し

◎

　

　

　

せ

き

2
盗
拓
積
惡
能
壽
康
　
　
盗
拓
は
悪
を
積
み
て
能
く
寿
康

3
顔
回
篤
學
在
〓
巷
　
　
顔
回
は
篤
学
に
し
て
陋
巷
に
在
り

◎

　

　

　

　

よ

う

　

　

　

つ

と

4
糟
糠
不
飫
身
蚤
亡
　
　
糟
糠
飫
せ
ず
身
蚤
に
亡
す

し
き

5
暴
戻
恣
〓
極
逸
樂
　
　
暴
戻
恣
推
　
逸
楽
を
極
め

八
三



二　宮　俊　博

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

か

6
累
徳
潔
行
罹
〓
殃
　
　
累
徳
潔
行
　
禍
殃
に
罹
る

7
久
怪
人
事
報
施
倒
　
　
久
し
く
怪
し
む
人
事
報
施
倒
す
る
を

◎

8
不
信
天
道
〓
善
良
　
　
信
ぜ
ず
天
道
　
善
良
を
祐
く
る
を

よ

9
從
古
修
徳
從
所
好
　
　
古
従
り
徳
を
修
め
て
好
む
所
に
従
ひ

◎

1
0
自
己
得
喪
總
相
忘
　
　
自
己
の
得
喪
は
総
べ
て
相
忘
る

1
1
孟
軻
獨
述
三
代
道
　
　
孟
軻
独
り
三
代
の
道
を
述
べ

◎

　

　

　

　

た

め

　

　

　

　

　

　

　

た

1
2
仲
尼
爲
裁
吾
黨
狂
　
　
仲
尼
為
に
吾
が
党
の
狂
を
裁
つ

1
3
當
日
指
斥
笑
迂
濶
　
　
当
日
　
指
斥
し
て
迂
闊
を
笑
ふ
も

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

が

や

1
4
大
道
昭
々
千
古
煌
　
　
大
道
昭
々
と
し
て
千
古
煌
く

1
5
呂
望
〓
應
非
熊
兆
　
　
呂
望
は
起
ち
て
非
熊
の
兆
に
応
じ

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

1
6
牧
野
會
師
武
惟
揚
　
　
牧
野
　
師
を
会
し
て
武
惟
れ
揚
ぐ

1
7
屈
原
憂
愁
作
離
騒
　
　
屈
原
は
憂
愁
し
て
離
騒
を
作
り

◎

1
8
文
章
與
日
月
並
光
　
　
文
章
　
日
月
と
光
を
並
ぶ

1
9
感
激
流
涕
武
侯
表
　
　
感
激
流
涕
す
武
侯
の
表

◎

2
0
餘
〓
唯
有
南
陽
桑
　
　
餘
産
　
唯
だ
南
陽
の
桑
有
る
の
み

2
1
岫
雲
倦
鳥
陶
令
辞
　
　
岫
雲
倦
鳥
は
陶
令
の
辞

◎

2
2
掛
冠
去
就
三
徑
荒
　
　
冠
を
掛
け
　
去
り
て
三
径
の
荒
に
就
く

2
3
仁
人
君
子
豪
傑
士
　
　
仁
人
君
子
豪
傑
の
士

◎

　

　

　

　

い

や

し

2
4
出
處
不
苟
其
義
當
　
　
出
処
苟
く
も
せ
ず
其
の
義
当
る

と
が

2
5
不
怨
天
又
不
尤
人
　
　
天
を
怨
ま
ず
又
た
人
を
尤
め
ず

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

2
6
用
之
則
行
舎
則
藏
　
　
之
を
用
ふ
れ
ば
則
ち
行
な
ひ
舎
つ
れ
ば
則
ち
蔵
る

た
す

2
7
進
正
衣
冠
賛
化
育
　
　
進
ん
で
は
衣
冠
を
正
し
て
化
育
を
賛
け

◎

2
8
操
持
權
柄
坐
廟
堂
　
　
権
柄
を
操
持
し
て
廟
堂
に
坐
す

2
9
退
耕
於
野
釣
於
水
　
　
退
き
て
は
野
に
耕
し
水
に
釣
し

◎

3
0
著
作
傅
道
存
綱
常
　
　
著
作
　
道
を
伝
へ
て
綱
常
を
存
す

3
1
大
丈
夫
於
此
二
者
　
　
大
丈
夫
は
此
の
二
者
に
於
い
て

八
四

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

ん

3
2
必
有
一
得
復
奚
傷
　
　
必
ず
一
得
有
り
復
た
奚
ぞ
傷
ま
ん

3
3
道
體
自
有
本
源
在
　
　
道
体
自
ら
本
源
の
在
る
有
り

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

3
4
乾
坤
一
氣
盈
汪
々
　
　
乾
坤
一
気
　
盈
ち
て
汪
々

3
5
天
下
至
言
出
道
體
　
　
天
下
の
至
言
は
道
体
よ
り
出
づ

◎

3
6
道
體
源
深
文
氣
昌
　
　
道
体
源
深
く
し
て
文
気
昌
ん
な
り

3
7
誦
〓
經
史
互
醒
發
　
　
経
史
を
誦
習
し
て
互
い
に
醒
発
し

◎

3
8
溲
究
古
今
相
斟
量
　
　
古
今
を
捜
究
し
て
相
斟
量
す

3
9
點
〓
疎
密
字
〓
帖
　
　
点
〓
疎
密
　
字
妥
帖

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

う

そ

う

4
0
節
奏
短
長
韵
鏗
鏘
　
　
節
奏
短
長
　
韻
鏗
鏘

4
1
件
随
李
杜
共
上
下
　
　
李
杜
に
伴
随
し
て
共
に
上
下
し

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

じ

4
2
追
逐
賈
董
參
〓
翔
　
　
賈
董
を
追
逐
し
て
参
は
っ
て
〓
翔
す

4
3
韓
吏
部
能
自
樹
立
　
　
韓
吏
部
能
く
自
ら
樹
立
し

◎

　

　

　

　

　

　

　

め

ぐ

4
4
力
回
倒
瀾
道
剛
方
　
　
力
　
倒
瀾
を
回
ら
し
て
道
　
剛
方

み
だ

4
5
今
人
漫
誇
彫
蟲
技
　
　
今
入
　
漫
り
に
彫
虫
の
技
を
誇
り

◎

4
6
爭
樹
旗
鼓
翰
〓
塲
　
　
争
っ
て
旗
鼓
を
翰
墨
の
場
に
樹
つ

こ
ぼ

4
7
瓦
釜
雷
鳴
黄
鐘
毀
　
　
瓦
釜
雷
鳴
し
て
黄
鐘
毀
ち

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

き

ら

4
8
玄
文
幽
處
爲
不
章
　
　
玄
文
幽
な
る
処
　
章
か
な
ら
ず
と
為
す

4
9
誰
歌
大
雅
頌
盛
徳
　
　
誰
か
大
雅
を
歌
ひ
て
盛
徳
を
頌
さ
ん

◎

5
0
感
〓
憂
道
嘆
喟
長
　
　
感
慨
　
道
を
憂
ひ
て
嘆
喟
長
し

5
1
走
避
部
門
熱
鬧
地
　
　
走
り
て
避
く
都
門
熱
鬧
の
地

◎

　

　

あ

し

た

　

　

　

　

　

　

　

く

れ

5
2
晨
件
樵
者
昏
漁
郎
　
　
晨
に
は
樵
者
に
伴
ひ
昏
に
は
漁
郎

5
3
鋸
山
偶
與
我
〓
語
　
　
鋸
山
に
偶
た
ま
我
が
児
と
語
り

◎

5
4
駐
車
共
忘
行
旅
忙
　
　
車
を
駐
め
て
共
に
行
旅
の
忙
を
忘
る

そ
そ

5
5
立
談
之
間
瀉
心
膽
　
　
立
談
の
間
　
心
胆
を
瀉
ぎ

◎

5
6
發
言
風
義
盛
激
昂
　
　
言
を
発
し
て
風
義
　
盛
ん
に
激
昂
す

5
7
今
茲
甲
午
鳳
暦
改
　
　
今
茲
甲
午
　
鳳
暦
改
ま
り



『逍遙遺稿』札記

◎

5
8
〓
也
賀
正
歸
故
〓
　
　
児
や
正
を
賀
し
て
　
故
郷
に
帰
る

と
き

5
9
一
坐
〓
欒
勸
杯
處
　
一
坐
団
欒
　
杯
を
勧
む
る
処

◎

6
0
書
筒
寄
來
叙
吉
〓
　
　
書
筒
寄
せ
来
っ
て
吉
祥
を
叙
す

6
1
欲
作
謝
詞
繋
雁
足
　
　
謝
詞
を
作
り
て
雁
足
に
繋
が
ん
と
欲
す
れ
ば

◎

6
2
萬
峯
戴
雪
摩
穹
蒼
　
　
万
峯
　
雪
を
戴
い
て
穹
蒼
を
摩
す

○
夷
斉
　
伯
夷
叔
斉
。
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
伐
つ
の
を
諫
め
て
聞
き
入
れ

ら
れ
ず
、
首
陽
山
に
隠
れ
て
餓
死
し
た
と
い
う
。
『
史
記
』
に
伯
夷
列
伝
が
あ

り
、
以
下
第
八
句
ま
で
そ
の
記
述
に
基
く
表
現
。
な
お
、
『
史
記
』
　
の
引
用
は

評
林
本
に
よ
る
。
○
盜
跖
云
々
　
盗
跖
は
盗
賊
の
名
。
盗
蹠
と
も
書
く
。
寿
康

は
元
気
で
長
生
き
。
伯
夷
伝
に
　
「
盗
跖
は
不
辜
を
殺
し
、
人
の
肉
を
肝
に
し
、

暴
戻
恣
〓
、
党
を
聚
む
る
こ
と
数
千
人
、
天
下
に
横
行
せ
し
が
、
竟
に
寿
を
以

て
終
れ
り
」
　
と
。
○
顔
回
　
字
は
子
淵
。
孔
子
の
愛
弟
子
。
『
論
語
』
雍
也
篇

し

に
学
を
好
ん
だ
こ
と
が
み
え
、
「
一
篳
の
食
、
一
瓢
の
飲
、
陋
巷
に
在
り
」
と

そ
の
貧
し
い
暮
し
ぶ
り
が
描
か
れ
て
い
る
。
陋
巷
は
狭
い
路
次
裏
。
〓
は
陋
の

本
字
。
○
糟
糠
云
々
　
伯
夷
伝
に
　
「
七
十
子
の
徒
、
仲
尼
独
り
顔
淵
を
薦
め
、

し

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

学
を
好
む
と
為
す
。
然
れ
ど
も
回
や
〓
し
ば
空
し
く
、
糟
糠
に
も
厭
か
ず
、
而

し
て
卒
に
蚤
夭
せ
り
」
と
。
仲
尼
は
孔
子
の
名
。
糟
糠
は
酒
か
す
米
ぬ
か
。
粗

末
な
食
事
を
い
う
。
厭
は
飫
と
同
じ
く
、
飽
の
意
。
蚤
は
早
と
同
じ
。
○
暴
戻

恣
〓
　
兇
暴
で
道
理
に
も
と
り
わ
が
ま
ま
勝
手
。
○
逸
楽
　
伯
夷
伝
に
「
専
ら

忌
諱
を
犯
し
、
而
し
て
終
身
逸
楽
す
」
と
。
○
人
事
　
人
間
社
会
の
事
柄
。
○

報
施
　
善
行
に
報
い
幸
福
を
授
け
る
こ
と
。
伯
夷
伝
に
「
天
の
善
人
に
報
施
す

い

か

ん

る
、
其
れ
如
何
ぞ
や
」
　
と
。
○
天
道
云
々
　
司
馬
遷
は
、
伯
夷
叔
斉
が
義
を

守
っ
て
首
陽
山
に
餓
死
し
、
徳
行
を
称
さ
れ
た
顔
回
が
早
逝
し
た
の
に
対
し
、

盗
跖
が
ぬ
く
ぬ
く
と
天
寿
を
全
う
し
た
不
条
理
を
、
「
天
道
是
か
非
か
」
　
と
痛

烈
に
問
い
か
け
て
い
る
。
○
従
所
好
　
『
論
語
』
述
而
篇
に
　
「
富
に
し
て
求
む

も

可
く
ん
ば
、
執
鞭
の
士
と
雖
も
亦
た
之
を
為
さ
ん
。
如
し
求
む
可
か
ら
ず
ん

ば
、
吾
が
好
む
所
に
従
は
ん
」
　
と
。
○
得
喪
　
得
失
。
利
害
損
得
。
○
孟
軻

云
々
　
孟
軻
は
孟
子
の
こ
と
。
軻
は
そ
の
名
。
三
代
は
夏
・
殷
・
周
。
『
史
記
』

孟
軻
荀
〓
列
伝
に
「
天
下
方
に
合
従
連
衡
に
務
め
、
攻
伐
を
以
て
賢
と
為
す
。

而
る
に
孟
軻
は
乃
ち
唐
虞
三
代
の
徳
を
述
ぶ
」
と
。
○
伸
尼
云
々
　
『
論
語
』

公
冶
長
篇
に
「
吾
が
党
の
小
子
、
狂
簡
に
し
て
斐
然
と
し
て
章
を
成
す
。
之
を

裁
す
る
所
以
を
知
ら
ず
」
と
。
志
ば
か
り
大
き
く
て
実
行
が
伴
わ
な
い
の
が
狂

簡
。
斐
然
は
あ
や
の
あ
る
さ
ま
。
う
る
わ
し
い
資
質
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
む
や

み
に
大
き
な
こ
と
を
い
う
ば
か
り
で
そ
れ
を
活
用
で
き
ず
に
い
る
郷
里
の
若
者

を
教
育
し
た
い
、
と
い
う
意
。
○
当
日
　
当
時
。
○
大
道
　
孔
孟
の
道
。
○
昭

昭
　
明
ら
か
な
さ
ま
。
○
呂
望
云
々
　
呂
望
は
周
の
文
王
の
賢
臣
、
呂
尚
の
こ

み
づ
ち

と
。
文
王
が
あ
る
時
、
　
猟
に
出
か
け
る
際
　
「
獲
る
所
は
龍
に
非
ず
〓
に
非
ず
、

ひ
ぐ
ま

虎
に
非
ず
羆
に
非
ず
、
獲
る
所
は
覇
王
の
輔
な
り
」
と
の
占
い
が
出
て
、
渭
水

の
岸
で
釣
り
を
し
て
い
た
呂
尚
を
見
い
出
し
、
こ
れ
ぞ
わ
が
大
公
（
祖
父
）
が

待
ち
望
ん
で
い
た
人
物
だ
と
喜
ん
で
太
公
望
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
後
、
呂
尚
は

武
王
を
佐
け
て
殷
を
亡
ぼ
し
た
功
に
よ
り
斉
に
封
ぜ
ら
れ
た
　
（
『
史
記
』
斉
太

公
世
家
）
。
な
お
、
『
蒙
求
』
に
も
「
呂
望
非
熊
」
の
条
が
あ
る
。
○
牧
野
　
周

の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
破
っ
た
地
。
今
の
河
南
省
淇
県
の
南
。
○
武
惟
揚
　
武

こ

威
を
発
揚
す
る
こ
と
。
『
尚
書
』
泰
誓
に
「
我
が
武
惟
れ
揚
が
り
之
が
疆
を
侵

し
」
云
々
と
あ
る
。
惟
は
強
調
の
助
字
。
○
屈
原
云
々
　
『
史
記
』
屈
原
賈
生

列
伝
に
「
故
に
憂
愁
幽
思
し
て
離
騒
を
作
る
」
と
。
○
文
章
云
々
　
同
じ
く
屈

原
伝
に
離
騒
に
つ
い
て
「
此
の
志
を
推
せ
ば
、
日
月
と
光
を
争
ふ
と
雖
も
可
な

り
」
と
最
大
級
の
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。
○
武
侯
　
諸
葛
亮
の
謚
。
そ
の
「
出

師
の
表
」
　
は
有
名
。
○
餘
産
云
々
　
餘
産
は
遺
産
。
こ
こ
に
南
陽
と
い
う
の

は
、
成
都
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
月
山
詩
「
成
都
八
百
桑
」
の
語
釈
参
照
。
○
岫

雲
倦
烏
　
晋
・
陶
潜
の
　
「
帰
去
来
の
辞
」
　
に
　
「
雲
は
無
心
に
し
て
以
て
岫
を
出

で
、
鳥
は
飛
ぶ
こ
と
に
倦
ん
で
而
し
て
還
る
を
知
る
」
　
と
。
岫
は
山
の
ほ
ら

穴
。
○
陶
令
　
陶
潜
の
こ
と
。
か
つ
て
彭
択
県
令
と
な
っ
た
の
で
か
く
い
う
。
○

掛
冠
云
々
　
掛
冠
は
官
職
を
辞
す
る
こ
と
。
陶
潜
は
彭
沢
県
令
と
な
っ
た
が
八

十
余
日
で
こ
れ
を
罷
め
帰
隠
し
た
。
そ
の
際
作
ら
れ
た
の
が
　
「
帰
去
来
の
辞
」

で
、
そ
の
中
に
「
三
径
荒
に
就
い
て
松
菊
猶
ほ
存
せ
り
」
と
あ
る
。
○
不
怨
天

云
々
　
『
論
語
』
憲
間
篇
に
「
子
曰
く
、
天
を
怨
ま
ず
、
人
を
尤
め
ず
」
と
。
○

用
之
云
々
（
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
之
を
用
ふ
れ
ば
則
ち
行
な
ひ
、
之
を
舎
つ

か
く

れ
ば
則
ち
蔵
る
」
と
。
己
れ
を
用
い
て
く
れ
る
者
が
あ
れ
ば
世
に
出
て
そ
の
抱

負
を
実
行
し
、
な
け
れ
ば
じ
っ
と
隠
れ
て
機
会
を
候
つ
。
○
化
育
　
『
中
庸
』

た
す

に
「
天
地
の
化
育
を
賛
く
」
と
。
こ
こ
で
は
人
々
の
教
化
育
成
。
○
綱
常
　
人

の
守
る
べ
き
大
道
。
三
綱
五
常
（
君
臣
父
子
夫
婦
の
道
と
仁
義
礼
智
信
）
。
○

道
体
　
道
の
本
体
。
○
乾
坤
一
気
　
天
地
の
根
源
の
気
。
○
文
気
　
文
章
に
あ

八
五



二　宮　俊　博

ら
わ
れ
た
気
力
。
○
点
〓
　
文
字
の
配
置
。
こ
こ
で
は
、
逍
遙
の
詩
に
つ
い
て

い
う
。
○
妥
帖
　
ぴ
っ
た
り
は
ま
る
。
○
節
奏
　
詩
の
リ
ズ
ム
。
○
鏗
鏘
　
美

し
い
響
の
形
容
。
○
追
逐
云
々
　
賈
董
は
前
漠
の
賈
誼
と
董
仲
舒
に
こ
の
表

ま
じ

現
、
北
采
・
蘇
軾
の
「
潮
州
韓
文
公
廟
の
碑
」
　
に
「
李
杜
を
追
逐
し
参
は
っ
て

〓
翔
す
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
○
韓
吏
部
　
韓
愈
の
最
終
官
位
が
吏
部
侍
郎
で

あ
っ
た
の
で
か
く
称
す
。
○
樹
立
　
し
っ
か
り
と
立
つ
。
○
力
回
云
々
　
倒
瀾

は
く
ず
れ
た
波
。
韓
愈
の
「
進
学
解
」
に
「
狂
瀾
を
既
倒
に
廻
ら
す
」
と
。
時

勢
の
衰
え
た
の
を
挽
回
す
る
意
。
○
彫
虫
技
　
ひ
た
す
ら
字
句
を
彫
琢
す
る
こ

と
を
貶
し
め
て
い
う
。
○
争
樹
云
々
　
文
場
で
主
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
。
○

瓦
釜
云
々
　
『
楚
辞
』
卜
居
に
「
黄
鐘
は
毀
ち
棄
て
ら
れ
、
瓦
釜
は
雷
鳴
し
、

讒
人
は
高
く
張
り
、
賢
士
は
名
無
し
」
と
。
黄
鐘
は
楽
器
で
最
も
よ
く
響
く
も

の
。
大
人
物
の
喩
。
瓦
釜
は
土
製
の
飯
釜
。
小
人
物
の
喩
。
○
玄
文
云
々

を

『
楚
辞
』
九
章
・
懐
沙
に
「
玄
文
幽
に
処
れ
ば
、
矇
〓
之
を
章
ら
か
な
ら
ず
と

謂
ふ
」
と
。
玄
文
は
白
地
に
〓
で
画
い
た
模
様
。
矇
〓
は
盲
人
。
な
お
、
処
幽

の
二
字
、
『
史
記
』
で
は
幽
処
に
作
る
。
○
大
雅
　
『
詩
経
』
の
分
類
の
一
。
主

に
宮
廷
の
饗
宴
に
歌
わ
れ
、
周
の
天
子
の
徳
を
た
た
え
た
も
の
が
多
い
。
○
嘆

喟
　
嘆
息
。
○
風
義
　
（
り
っ
ぱ
な
）
態
度
、
様
子
。
○
鳳
暦
　
暦
の
美
称
。

中
国
古
代
、
鳳
は
天
時
を
知
る
鳥
と
さ
れ
た
か
ら
い
う
。
○
雁
足
　
漢
の
蘇
武

の
故
事
に
よ
り
雁
は
手
紙
を
運
ぶ
鳥
と
さ
れ
た
の
で
か
く
い
う
。
○
穹
蒼
　
蒼

天
。

以
上
、
な
が
な
が
と
逍
遙
に
唱
和
し
た
高
橋
作
衛
と
そ
の
父
白
山
の
詩
を
挙

げ
て
来
た
が
、
両
人
の
作
は
い
ず
れ
も
、
逍
遙
の
詩
才
を
高
く
評
価
し
、
漢
詩

壇
の
現
状
を
憂
え
る
逍
遙
に
理
解
と
共
感
と
を
示
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
高
橋
白
山
は
、
逍
遙
と
は
恐
ら
く
会
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
ま
だ
世
に
出
る
機
会
も
な
く
焦
慮
す
る
こ
の
息
子
の
友
人
に
対
し
て
、

『
史
記
』
や
『
論
語
』
の
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
中
国
古
来
の
士
人
の
生
き
方
を
説

き
轗
軻
不
遇
に
耐
え
る
大
丈
夫
の
心
が
ま
え
を
諄
々
と
諭
し
て
い
る
。
そ
の
実

こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
今
の
逍
遙
と
同
じ
年
齢
の
頃
、
江
戸
で
詩
人
達
と
交
際
し

国
事
を
論
じ
な
が
ら
家
庭
や
藩
内
の
事
情
で
憂
国
の
志
士
と
し
て
周
旋
奔
走
す

八
六

る
こ
と
か
な
わ
ず
、
　
ま
た
維
新
後
は
中
央
に
出
る
こ
と
も
な
く
信
州
の
地
で
子

弟
の
教
育
に
専
念
し
た
老
漢
学
者
が
自
ら
を
支
え
た
信
条
を
吐
露
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
。

た
だ
、
逍
遙
が
高
橋
作
衛
に
寄
せ
た
詩
の
冒
頭
、
「
妻
を
娶
ら
ば
当
に
陰
麗
華

の
如
か
る
べ
く
、
　
子
を
生
ま
ば
願
は
く
は
孫
仲
謀
に
似
ん
こ
と
を
」
と
言
い
自

ら
の
恋
の
悩
み
を
「
銷
魂
種
」
　
と
表
現
し
て
仄
め
か
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
高
橋
作
衛
も
白
山
も
何
ら
言
及
す
る
所
が
な
い
。
も
と
よ
り
具
体
的
な
事

情
を
知
る
由
も
な
い
白
山
が
触
れ
ぬ
の
は
当
然
な
が
ら
、
作
衛
の
方
で
も
逍
遙

の
恋
に
つ
い
て
た
と
え
あ
る
程
度
ま
で
察
し
が
つ
い
て
い
た
と
し
て
も
、
直
ち

に
云
々
す
る
こ
と
は
憚
か
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
か
か
る
場
合
、
黙

し
て
お
く
の
が
礼
儀
と
い
う
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
逍
遙
に
し
て
み
れ
ば
、
詩
の
形
式
を
破
っ
て
ま
で
も
叫
ば
ず
に
お

れ
な
か
っ
た
の
が
冒
頭
の
二
句
と
り
わ
け
そ
の
首
句
で
あ
り
、
諦
め
よ
う
に
も

諦
め
き
れ
な
い
南
条
貞
子
へ
の
未
練
執
着
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
懊
悩
煩
悶
が
「
銷

魂
種
」
と
な
っ
て
わ
が
身
を
苛
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
逍
遙
か
ら
す

れ
ば
、
高
橋
父
子
が
自
分
の
詩
才
を
認
め
そ
の
将
来
を
期
待
し
て
く
れ
た
こ
と

に
は
大
き
な
励
ま
し
を
受
け
た
と
し
て
も
、
　
己
が
胸
中
す
べ
て
を
理
解
し
て
く

れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
思
い
難
く
、
恋
の
悩
み
は
打
ち
明
け
て
も
詮
な
い
こ

と
だ
と
感
じ
て
、
そ
の
意
味
で
は
孤
独
感
を
内
向
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

甚
だ
不
充
分
な
が
ら
、
こ
の
札
記
で
は
、
　
中
野
逍
遙
と
高
橋
白
山
・
月
山
父

子
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
応
酬
し
た
詩
を
挙
げ
、
感
想
の
二
・
三

を
記
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。

○
張
船
山
詩
と
高
橋
作
衛

前
稿
「
『
逍
遙
遺
稿
』
札
記
｜
張
船
山
の
こ
と
他
｜
」
　
（
「
椙
山
女
学
園
大



『逍遙遺稿』札記

学
研
究
論
集
」
第
二
九
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
に
お
い
て
、
清
人
張
船
山
の
詩

が
明
治
の
若
者
た
ち
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
中
野
逍
遙
・
正
岡
子

規
・
与
謝
野
鉄
幹
の
三
人
に
つ
い
て
検
証
し
た
が
、
こ
の
度
、
『
月
山
遺
稿
』

を
繙
い
て
み
て
、
若
き
日
の
高
橋
作
衛
に
も
張
船
山
に
次
韻
し
た
詩
が
あ
る
の

を
知
っ
た
の
で
、
茲
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
「
夜
坐
感
有
り
。
張
船
山
の
韻
を
用
ふ
」
と
題
さ
れ
た
七
言
律
詩
で
、

『
月
山
遺
稿
』
で
は
中
野
逍
遙
に
和
し
た
詩
の
前
に
お
か
れ
て
お
り
、
詩
中
に

「
十
年
の
志
」
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
明
治
二
十
六
年
、
作
衛
が
二
十
七
歳
の

時
の
作
で
あ
ろ
う
。
（
◎
は
韻
字
。
下
平
声
庚
韻
）

◎

節
物
催
人
魂
易
驚
　
　
節
物
　
人
を
催
し
て
　
魂
　
驚
き
易
し

◎

　

　

　

　

　

と

い

し

亨
途
如
砥
幾
時
平
　
　
亨
途
　
砥
の
如
く
幾
時
に
か
平
ら
か
な
ら
ん

燈
前
獨
守
十
年
志
　
　
燈
前
　
独
り
守
る
十
年
の
志

◎

馬
上
誰
馳
萬
里
名
　
　
馬
上
　
誰
か
馳
せ
ん
万
里
の
名

圖
按
東
西
観
地
勢
　
図
は
東
西
を
按
じ
て
地
勢
を
観

◎

書
窮
今
古
到
天
明
　
　
書
は
今
古
を
窮
め
て
天
明
に
到
る

無
端
〓
見
山
頭
目
　
　
端
無
く
も
起
ち
て
見
る
山
頭
の
月

◎

不
忍
池
邊
落
雁
聲
　
　
不
忍
池
辺
　
落
雁
の
声

こ
の
十
年
と
い
う
も
の
国
際
政
治
の
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
を
夢
み
て
、
今

日
も
明
け
方
近
く
ま
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
の
だ
が
、
空
の
白
ら
む
気
配
に
ふ

と
気
づ
き
、
起
ち
上
っ
て
外
を
み
る
と
、
上
野
の
山
に
月
が
落
ち
不
忍
の
池
あ

た
り
か
ら
は
雁
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
。
な
お
、
二
句
目
の
「
亨
途
」

は
平
坦
な
道
、
順
境
を
い
う
語
で
、
　
下
文
の
「
幾
時
平
」
と
意
味
上
し
っ
く
り

こ
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
詩
は
次
に
示
す
張
船

山
二
十
一
歳
の
作
「
重
ね
て
感
有
り
」
　
二
首
其
一
　
（
和
刻
本
『
船
山
詩
草
』
巻

一
、
戊
丁
集
）
　
に
次
韻
し
た
も
の
で
あ
る
。

◎

伏
櫪
長
鳴
萬
馬
驚
　
伏
櫪
長
鳴
　
万
馬
驚
き

◎

唾
壺
撃
缺
氣
難
平
　
唾
壺
撃
ち
て
缺
く
と
も
気
平
ら
か
な
り
難
し

自
甘
縱
酒
逃
風
雅
　
　
自
ら
縦
酒
に
甘
ん
じ
て
風
雅
に
逃
る
る
と
も

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

ら

は

不
欲
因
人
〓
姓
名
　
　
人
に
因
っ
て
姓
名
を
著
す
を
欲
せ
ず

酔
後
春
泥
三
逕
滑
　
酔
後
　
春
泥
　
三
逕
滑
り

◎

　

　

　

　

　

　

さ

夢
囘
雪
屋
一
燈
明
　
　
夢
回
め
て
雪
屋
　
一
燈
明
ら
か
な
り

附
牀
忽
憶
劉
〓
語
　
牀
を
拊
し
て
忽
ち
憶
ふ
劉
〓
の
語

◎

　

　

　

　

い

　

　

な

莫
道
荒
〓
是
惡
聲
　
　
道
ふ
莫
か
れ
荒
〓
是
れ
悪
声
と

○
伏
櫪
　
魏
・
曹
操
の
　
「
歩
出
夏
門
行
」
に
　
「
老
驥
櫪
に
伏
す
る
も
、
志
は
千

や

里
に
在
り
。
烈
士
暮
年
な
る
も
、
壮
心
已
ま
ず
」
と
。
驥
は
駿
馬
。
櫪
は
〓
舎

の
か
い
ば
お
け
。
○
唾
壺
　
東
晋
の
王
敦
は
酒
を
飲
む
と
い
つ
も
曹
操
の
楽
府

（
前
出
）
を
詠
じ
、
如
意
で
啖
壺
を
う
ち
な
が
ら
節
を
と
っ
た
の
で
、
壺
の
口

が
す
っ
か
り
缺
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
『
世
説
新
語
』
豪
爽
篇
）
。
○
縦
酒

思
う
存
分
酒
を
飲
む
。
〇
三
逕
　
三
径
と
同
じ
。
○
拊
牀
　
寝
台
を
た
た
く
。

感
情
が
昂
っ
て
の
動
作
。
○
劉
〓
　
西
晋
の
詩
人
。
字
は
越
石
。
○
荒
〓
　
真

夜
中
に
鳴
く
鶏
。
不
祥
の
兆
と
さ
れ
た
。
祖
狄
が
劉
〓
と
一
つ
ふ
と
ん
に
寝
て

い
た
時
、
夜
中
に
鶏
の
声
が
聞
え
る
と
、
劉
〓
を
蹴
り
起
こ
し
、
こ
れ
は
悪
声

に
非
ず
と
い
っ
て
、
一
緒
に
舞
っ
た
と
い
う
（
『
晋
書
』
祖
狄
伝
）
。
本
来
な
ら

ば
「
劉
〓
語
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い
が
、
こ
こ
で
は
平
仄
の
つ
ご
う
も
あ
っ

て
か
く
い
う
。

こ
こ
に
は
現
実
に
対
す
る
不
如
意
感
を
抱
き
つ
つ
も
そ
れ
を
払
拭
す
る
よ
う

な
気
慨
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
に
限
ら
ず
張
船
山
の
青
年
期
の
詩
篇

に
は
豪
宕
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
に
溢
れ
た
作
品
が
多
く
、
そ
の
た
め
明
治
の
漢

（
注
1
7
）

学
書
生
た
ち
に
共
感
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
若
き
高
橋
作
衛
も
そ
う
し
た
政

治
的
文
学
的
浪
漫
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

※
な
お
、
前
稿
に
は
、
次
の
よ
う
な
誤
記
の
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
　
誤
）
　
　
　
　
（
　
正
　
）

一
三
五
頁
下
段
十
三
行
目
　
戌
丁
集
｜
戊
丁
集

一
三
九
頁
上
段
十
一
行
目
　
巻
二
、
戌
丁
集
｜
巻
一
、
戊
丁
集

一
三
九
頁
下
段
十
四
行
目
　
戌
丁
集
｜
戊
丁
集

八
七



二　宮　俊　博

一
三
九
頁
下
段
二
二
行
目

一
四
〇
頁
上
段
十
九
行
目

一
四
〇
頁
上
段
十
九
行
目

一
四
一
頁
下
段
十
二
行
目

一
四
二
頁
上
段
二
五
行
目

一
四
二
頁
下
段
三
行
目

一
四
二
頁
下
段
五
行
目

一
四
二
頁
下
段
六
行
目

一
四
二
頁
下
段
十
六
行
目

一
四
三
頁
下
段
一
行
目

一
四
三
頁
下
段
七
行
目

一
四
三
頁
下
段
八
行
日

一
四
三
頁
下
段
九
行
目

一
四
三
頁
下
段
十
二
行
目

一
四
四
頁
下
段
入
行
日

巻
四
↓
巻
三

星
淵
↓
星
衍

題
す
↓
詩
を
題
す

戌
丁
集
↓
戊
丁
集

戌
丁
集
↓
戊
丁
集

戌
丁
集
↓
戊
丁
集

己
是
　
己
に
是
れ
↓
已
是
　
已
に
是
れ

巻
三
、
戌
巳
集
↓
巻
二
、
戊
巳
集

巻
二
、
丙
午
集
↓
巻
一
、
戊
丁
集

題
↓
書

な
っ
た
の
↓
な
っ
た
の
は
、

交
際
が
↓
そ
の
交
友
が

こ
と
だ
と
↓
こ
と
で
は
な
い
か
と

題
す
↓
書
す

題
す
↓
書
す

こ
の
他
、
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
張
船
山
詩
の
選
注
に
は
、
前
稿
で
挙
げ
た
も
の

以
外
に
、
趙
云
中
等
選
注
『
張
間
陶
詩
選
注
』
　
（
四
川
文
藝
出
版
社
、
一
九
八

五
年
）
　
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
附
け
加
え
て
お
く
。

注

（1
）

川
崎
宏
『
中
野
逍
遙
の
詩
と
そ
の
生
涯
｜
天
折
の
浪
漫
詩
人
｜
』
（
愛
媛
県
文

化
振
興
財
団
、
一
九
九
六
年
三
月
）
。
更
に
、
高
橋
白
山
の
子
、
作
衛
と
中
野

逍
遙
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
既
に
村
山
吉
廣
「
中
野
逍
遙
に
つ
い
て
（
1
）

｜
逍
遙
周
辺
の
人
々
｜
」
　
（
「
東
洋
文
学
研
究
」
第
十
八
号
、
一
九
七
〇
年
三

月
）
　
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
『
白
山
文
集
』
に
載
せ
ら
れ
た
依
田
学
海
（
天
保
四

一
八
三
一
二

～

明
治
四
二

一
九
〇
九

）
　
の
敍
に
「
先
師
藤

森
天
山
先
生
、
以
二
經
濟
文
章
一
、
名
聞
二
天
下
一
。
門
下
多
二
傑
士
一
。
而
川
田
瓮

江
、
鷲
津
毅
堂
其
選
也
。
文
久
癸
亥
歳
、
高
遠
藩
士
高
橋
白
山
、
夾
二
江
戸
一
、

价
二
毅
堂
一
謁
二
先
生
一
、
執
レ
贄
而
爲
二
弟
子
一
」
と
い
う
。
但
し
、
甕
江
川
田
剛

（
天
保
一

一
八
三
〇

～

明
治
二
九

一

八

九

六

）
　
の
　
「
天
山
藤
森
先
生
墓
表
」
　
（
『
事
実
文
編
』
巻
六
九
）
及
び

望
月
茂
『
藤
森
天
山
』
　
（
藤
森
天
山
先
生
顕
彰
会
、
昭
和
十
一
年
刊
）
　
に
拠
れ

八
八

ば
天
山
は
文
久
二
年
壬
戌
に
歿
し
て
お
り
、
癸
亥
歳
と
は
一
年
の
ず
れ
が
あ
る

の
だ
が
、
そ
の
消
息
に
つ
い
て
は
不
明
。

な
お
、
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
や
『
漢
文
学
者
総
覧
』
に
、
白
山
が
坂
本

天
山
（
延
亨
二

一
七
四
五

～

享
和
三

一
八
〇
三

）
に
師
事
し
た
如
く
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
誤
ま
り
で
あ

ろ
う
。

（
3
）
三
浦
叶
『
明
治
漢
文
學
史
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
五
月
）
の
附
録
「
明

治
年
間
に
お
け
る
漢
詩
文
集
年
表
」
参
照
。
ち
な
み
に
同
書
中
編
第
二
章
「
日

清
戦
争
と
漢
詩
」
に
『
征
清
詩
史
』
が
、
同
じ
く
第
十
章
「
異
色
な
漢
詩
文

集
」
に
『
経
子
史
千
絶
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
木
下
彪
編
『
明

治
大
正
名
詩
選
（
後
編
）
』
（
『
漢
詩
大
講
座
』
第
十
巻
、
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九

三
七
年
）
に
は
白
山
の
詩
八
首
が
収
録
さ
れ
、
近
年
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
『
日

本
漢
詩
〓
英
』
に
も
五
首
を
採
る
。

（
4
）
『
月
山
遺
稿
』
巻
上
に
「
與
丁
汝
昌
勸
降
書
」
を
収
め
る
。

（
5
）
中
野
逍
遙
と
穂
積
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
川
崎
宏
前
掲
書
参
照
。

（
6
）
『
月
山
遣
稿
』
の
凡
例
に
「
博
士
幼
受
學
於
家
庭
。
嚴
父
白
山
先
生
日
課
詩
十

數
首
、
年
甫
十
三
歳
、
命
展
漢
文
」
　
と
い
う
。

（
7
）
例
え
ば
、
法
科
大
学
在
学
中
の
明
治
二
十
六
年
四
月
に
は
、
「
祭
帝
國
大
學
講

師
越
氏
文
」
を
書
い
て
い
る
。
越
氏
は
、
財
政
学
を
担
当
し
た
エ
ッ
ケ
ル
ト
の

こ
と
。

（
8
）
川
崎
宏
前
掲
書
参
照
。

（
9
）
　
「
上
毛
漫
筆
」
　
（
外
編
）
。

（
1
0
）
「
豆
州
漫
筆
」
　
（
正
編
）
に
「
先
年
心
を
病
み
、
而
し
て
鼓
動
時
に
激
す
。
客

歳
熱
を
憂
ひ
、
而
し
て
紳
氣
益
々
銷
す
。
（
中
略
）
遂
に
自
愛
の
心
を
發
し
、

湘
南
卅
里
の
游
を
作
す
。
蓋
し
風
流
山
水
の
勝
に
託
す
る
者
に
非
ず
。
僅
か
に

旦
夕
の
病
を
救
ふ
に
補
效
せ
ん
と
期
す
る
耳
」
と
い
う
。
こ
の
時
、
修
善
寺
か

ら
熱
海
に
入
っ
た
の
が
一
月
二
日
。
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
一
ヶ
月
露
木
楼
に
滞
在
し

た
よ
う
だ
。

（
1
1
）
中
野
逍
遙
が
島
田
篁
村
・
副
島
蒼
海
の
二
人
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
既
に
原
田
憲
雄
「
中
野
逍
遙
」
（
「
人
文
論
叢
」
第
二
十
四
号
、
一

九
七
六
年
）
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
草
森
紳
一
「
秋
霜
に
傲
る
　
副
島

種
臣
の
生
地
佐
賀
に
旅
し
て
」
（
「
墨
」
一
九
八
三
年
三
月
号
。
後
、
『
北
狐
の

足
跡
』
所
収
）
に
は
逍
遙
と
蒼
海
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
両
者
が
会
っ
た
こ



『逍遙遺稿』札記

と
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
逍
遙
は
蒼
海
が
最
も
親
し
か
っ
た
中
国

人
で
文
科
大
学
の
講
師
で
も
あ
っ
た
張
滋
〓
か
ら
「
蒼
海
と
応
酬
し
た
詩
を
見

せ
ら
れ
、
彼
の
生
き
方
ま
で
を
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
　
と
述
べ
る
。

（
1
2
）
中
野
逍
遙
よ
り
三
歳
年
下
の
臨
風
笹
川
種
郎
は
、
国
史
科
の
出
で
昭
和
四
年

の
岩
波
文
庫
版
『
逍
遙
遺
稿
』
に
訳
文
（
訓
読
文
）
に
附
し
た
人
だ
が
、
昭
和

す
ぎ
が
べ
し

二
十
一
年
刊
の
　
『
明
治
還
魂
紙
』
　
（
現
在
、
筑
摩
明
治
文
学
全
集
に
収
む
）
　
の

中
で
、
島
田
篁
村
に
つ
い
て
次
の
如
く
回
想
し
て
い
る
。

「
漢
籍
講
讀
の
雄
は
篁
村
島
田
重
禮
先
生
を
推
し
て
第
一
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
先
生
學
深
く
識
高
く
、
如
何
な
る
難
解
の
文
意
も
一
た
び
先
生
の

解
釋
を
經
れ
ば
、
坦
々
と
し
て
大
道
髪
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
。
私
が
大
學

に
ゐ
た
時
、
先
生
の
講
義
が
あ
る
と
各
科
を
通
じ
て
之
を
聽
講
し
た
。
「
楚

辭
」
天
問
の
篇
の
如
き
、
古
來
解
し
難
い
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
先
生
が

之
を
講
ず
る
と
、
庖
丁
牛
を
解
く
に
似
て
、
刄
を
迎
へ
て
皆
釋
か
れ
る
の
で

あ
っ
た
。
」

「
竹
添
井
々
先
生
の
支
那
史
は
ま
こ
と
に
つ
ま
ら
な
か
つ
た
し
、
鐵
扇
片
手

の
根
本
通
明
先
生
の
論
語
は
敬
落
し
て
つ
い
に
聴
か
ず
、
漢
學
は
島
田
先
生

ば
か
り
を
聴
い
て
歩
い
た
。
」

も
っ
と
も
、
当
時
哲
学
科
の
選
科
生
で
あ
っ
た
西
田
幾
多
郎
か
ら
み
れ
ば
、
「
こ

の
高
名
な
漢
学
者
は
、
教
壇
に
上
る
や
、
や
お
ら
腰
か
ら
煙
草
入
れ
を
と
り
だ

し
、
お
も
む
ろ
に
一
服
ふ
か
し
て
か
ら
、
や
っ
と
講
義
に
と
り
か
か
る
。
し
か

し
そ
の
講
義
た
る
や
、
た
だ
荘
子
を
音
吐
朗
々
、
読
み
あ
げ
る
だ
け
な
の
で

あ
っ
た
」
　
（
竹
田
篤
司
『
西
田
幾
多
郎
』
中
公
叢
書
、
一
九
七
九
年
三
月
）
　
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
篁
村
に
心
酔
し
て
い
た
逍
遙
の
場
合
は
、
臨
風
と

同
様
の
感
想
を
抱
い
た
に
違
い
な
い
。
な
お
篁
村
に
つ
い
て
は
、
町
田
三
郎

『
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
一
月
）
に
そ
の
学
問
の
一

斑
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
森
槐
南
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、
入
谷
仙
介
『
近
代
文
学
と
し
て
の
明
治
漢
詩
』

第
一
章
（
研
文
出
版
、
一
九
八
九
年
二
月
）
　
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
こ
れ
は
、
大
町
桂
月
・
田
岡
嶺
雲
に
も
共
通
す
る
見
方
で
あ
っ
た
。
桂
月
の

「
逍
遙
遺
稿
を
讀
む
」
　
（
「
帝
國
文
學
」
明
治
二
十
八
年
第
十
二
号
）
　
に
、

「
今
の
詩
人
た
る
も
の
は
、
徒
に
詞
を
弄
す
る
の
み
。
措
辭
愈
妙
を
極
は
め

て
、
氣
愈
餧
ゆ
。
人
形
の
如
く
、
造
花
の
如
し
。
毫
も
生
色
あ
る
を
見
ず
。

五
斗
米
の
為
に
腰
を
屈
す
る
は
怪
し
む
に
足
ら
ざ
れ
ど
、
權
に
媚
ひ
、
世
に
阿

り
、
胸
中
一
片
の
赤
誠
な
く
、
國
家
の
何
物
た
る
を
解
せ
ず
、
美
の
何
物
た

る
を
も
解
せ
ず
、
血
な
く
、
涙
な
く
、
徒
に
支
那
人
の
口
眞
似
し
て
、
陳
腐

相
襲
ぎ
、
浮
華
輕
佻
、
人
を
し
て
嘔
吐
を
催
さ
し
め
む
と
す
。
」

と
、
「
槐
南
一
輩
」
を
念
頭
を
お
い
て
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
嶺
雲
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
『
逍
遙
遺
稿
』
札
記
｜
故
郷
の
恋
人
の
こ
と
他
｜
」
　
（
『
椙
山

女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
二
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
八
九
年
十
二
月
）
の
中

で
言
及
し
た
。

（
1
5
）
　
「
麗
花
闘
草
、
顛
倒
相
尚
ぶ
の
弊
」
　
と
い
う
の
は
、
中
唐
・
李
〓
の
　
「
吏
部
韓

よ
り
こ
の
か
た
　
　
　
、

侍
郎
を
祭
る
文
」
に
「
建
武
以
還
、
文
卑
し
く
質
喪
は
れ
、
氣
萎
え
體
敗
れ
、

な

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

う

と

剽
剥
譲
ら
ず
。
花
を
儷
べ
草
を
闘
は
し
、
〓
倒
相
上
ぶ
」
と
い
う
美
文
否
定

論
の
一
節
に
基
く
表
現
。
ま
た
、
「
之
を
思
ふ
も
益
無
し
、
学
ぶ
に
如
か
ず
」

は
、
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
見
え
る
言
い
方
。

（
1
6
）
佐
佐
木
信
綱
『
明
治
大
正
昭
和
の
人
々
』
　
（
新
樹
社
、
一
九
六
一
年
一
月
）
。

な
お
、
こ
れ
は
既
に
村
山
吉
廣
前
掲
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
三
浦
叶
前
掲
書
、
下
篇
第
五
章
「
明
治
の
文
人
と
漢
文
學
」
　
に
、
森
田
思
軒

（
文
久
一

一
八
六
一

～

明
治
三
十

一
八
九
七

）
　
が
一
時
期
張
船
山
詩
を
愛
好
し
た
旨
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
拠
れ
ば
、
思
軒
は
十
九
歳
（
明
治
十
二
年
）
の
頃
に
は
張
船
山
の
韻
に

庚
和
し
た
作
が
少
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
十
年
振
り
に
そ
の
集
を
見
て
、
「
頗

る
望
み
を
失
っ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
は
「
船
山
の
詩
は
爽
朗
快
豁
な
趣
は
あ
る

け
れ
ど
も
含
蓄
に
乏
し
く
、
餘
韻
に
乏
し
く
、
た
い
て
い
高
聲
壯
語
、
戟
乎
喝

破
す
る
の
み
」
　
で
あ
っ
た
為
で
、
「
嘗
て
喜
ん
で
誦
し
た
『
彿
前
の
飲
酒
告
然

と
し
て
得
る
有
り
』
の
如
き
も
、
均
し
く
ま
た
こ
れ
物
で
あ
る
」
と
否
定
的
な

言
辞
を
連
ね
て
い
る
。

け
だ
し
、
思
軒
の
指
摘
は
張
船
山
の
青
年
期
の
作
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
る

が
、
逆
に
そ
れ
故
に
こ
そ
明
治
の
若
者
た
ち
に
受
け
彼
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
思
軒
が
例
に
挙
げ
た
「
仏
前
の
飲
酒
浩
然
と
し
て
得
る
有

り
」
と
題
さ
れ
た
詩
は
、
正
岡
子
規
も
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
に
そ
の
一
節
を
書

き
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
一
九
九
八
・
九
・
一
八
）

八
九



二　宮　俊　博

〔
補
記
〕

こ
の
札
記
を
脱
稿
後
、
高
橋
白
山
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、
名
倉
英
三
郎
「
研

成
学
校
記
　
教
員
白
山
高
橋
敬
十
郎
」
（
「
比
較
文
化
」
第
十
一
号
、
一
九
六
五
年
）

が
あ
る
の
を
知
っ
た
。
か
つ
て
黒
頭
巾
こ
と
横
山
健
堂
は
『
舊
藩
と
新
人
物
』

（
敬
文
館
書
店
、
明
治
四
十
四
年
九
月
）
　
の
中
で
、

○
　
○
　
○
　
○
　
　
そ
の
も
ん
か
　
○
　
○
む
す
う
　
し
ん
じ
ん
ぶ
つ
　
は
い
し
ゆ
つ
　
　
　
　
　
○
　
○
　
○
　
○

◎
高
橋
白
山
は
、
其
門
下
、
信
州
無
數
の
新
人
物
を
輩
出
せ
し
む
。
佐
久
間
象

O

　

　

　

が

く

も

ん

し

き

け

ん

　

も

つ

　

　

　

て

ん

か

　

　

し

　

　

な

　

　

　

○

　

○

　

　

　

す

な

は

　

　

　

　

ち

う

と

う

山
は
、
學
間
識
見
を
以
て
、
天
下
の
士
と
爲
る
。
白
山
は
、
則
ち
一
の
中
等

け

う

ゐ

ん

を

は

　

　

い

へ

ど

　

そ

　

け

う

い

く

か

う

け

ん

　

　

　

　

　

か

な

ら

教
員
に
終
れ
り
と
雖
も
、
其
の
教
育
に
貢
献
し
た
る
の
功
は
、
必
ず
し
も
、

〇
　
〇
　
　
く
だ

象
山
に
下
ら
ず
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
同
論
考
は
教
育
者
白
山
に
つ
い
て
明
治
八
年
頃
ま
で
の
足

跡
を
丹
念
に
辿
り
、
研
成
学
校
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

最
後
に
書
き
加
え
て
お
く
。

（
一
九
九
八
・
九
・
二
一
）

九
○


